
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票 

-学則変更の趣旨（資料）-74-

12



大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の 
入学定員増加（収容定員増加）に係るアンケート調査 

 
 

 

 

 

 

 

【 貴社についてお聞きします 】 

Q1．本社・支社・事業所等についてお聞きします。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 
1．本社 2．支社 3．単独事業所 

Q2．所在地についてお聞きします。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 
※Q1 で「1．本社」以外を選択された場合は、その所在地をお答えください。 

1. 北海道 9. 栃木県 17. 石川県 25. 滋賀県 33. 岡山県 41. 佐賀県 
2. 青森県 10. 群馬県 18. 福井県 26. 京都府 34. 広島県 42. 長崎県 
3. 岩手県 11. 埼玉県 19. 山梨県 27. 大阪府 35. 山口県 43. 熊本県  
4. 宮城県 12. 千葉県 20. 長野県 28. 兵庫県 36. 徳島県 44. 大分県 
5. 秋田県 13. 東京都 21. 岐阜県 29. 奈良県 37. 香川県 45. 宮崎県 
6. 山形県 14. 神奈川県 22. 静岡県 30. 和歌山県 38. 愛媛県 46. 鹿児島県 
7. 福島県 15. 新潟県 23. 愛知県 31. 鳥取県 39. 高知県 47. 沖縄県 
8. 茨城県 16. 富山県 24. 三重県 32. 島根県 40. 福岡県  

Q3．業種についてお聞きします。次の中から最も当てはまる番号を 1つお選びください。 

1. 農業・林業 11. 漁業 
2. 鉱業・採石業・砂利採取業 12. 建設業 
3. 製造業 13. 電気・ガス・熱供給・水道業 
4. 情報通信業 14. 運輸業・郵便業 
5. 卸売業・小売業 15. 金融業・保険業 
6. 不動産業・物品賃貸業 16. 学術研究・専門技術サービス業 
7. 宿泊業・飲食サービス業 17. 生活関連サービス業・娯楽業 
8. 教育・学習支援業 18. 医療・福祉 
9. 複合サービス業 19. サービス業（他に分類されないもの） 

10. 公務（他に分類されるものを除く） 20. その他（              ） 

Q4．今年度（令和 4年 4 月入社）の新卒採用人数について、該当する番号を 1つお選びください。 
（Q1 で「支社」または「単独事業所」と回答された場合は、そちらでの採用数をご回答下さい） 

1. 1 人～4人 3. 10 人～19 人 5. 採用していない 
2. 5 人～9人 4. 20 人以上 

Q5．今後の採用について、どのようにお考えですか。お考えに近い番号を 1つお選びください。 
1. 毎年、安定的に採用していくと思う 
2. できれば、毎年安定的に採用していくと思う 
3. 毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していくと思う 
4. 増員が必要になった場合に、採用を考える 
5. 欠員が出た場合に、採用を考える 
6. 当面、採用は行わないと思う 

  

・このアンケート調査は令和6年（2024年）4月に予定している大東文化大学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科の入学定員増加（収容定員増加）計画の基礎資料とするため、貴社の採用状況・意向
についてお聞きするものです。  

・このアンケート結果は、統計資料としてのみ用い、その目的以外に利用することはありません。 
・回答は、該当する番号を回答欄の   の中へ直接ご記入ください。 

【回答欄】 

★調査回答締め切りのお願い★ 
令和4年 12月 23日（金）までに、同封の返信用封筒にてご投函頂きますようお願いいたします。 

番号でご回答
ください 

1～5を選ばれた方はＱ6へお進みください。 
6 を選ばれた方はＱ10へお進みください。 

裏面へお進みください 
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ここからは、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の 
概要（リーフレット）をご覧いただいた上でお答えください 

 
 
 
 
 

Q6．大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について、 
どのようにお考えになりますか。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 

1. 社会的必要性が高い分野である 
2. ある程度、社会的必要性を感じる 
3. あまり必要性を感じない 
4. 必要性はない 

Ｑ7．大東文化大学が定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学生に修得させる能力」
で、重要と考えるものはどれですか。当てはまる番号を第 2位までお選びください。 

1. 他者との共同により課題を発見し、解決する力 
2. 多様な人々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む力 
3. 自律的学習者として学び続ける力 
4. 社会の一員として貢献する意欲・能力・責任感 
5. 多様な経験による柔軟な対応力 
6. 円滑なコミュニケーション能力 

 
Ｑ8．大東文化大学が定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用についてお

たずねします。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 

1. 採用したい 
2. 採用を検討したい 
3. 採用は考えない 

Ｑ9．大東文化大学が定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生を、毎年何人程度
採用したいと考えますか。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 

1. 1 人 3. 3 人 5. 5 人以上 
2. 2 人 4. 4 人 6. 人数は未確定 

Q10．大東文化大学において定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科について、 
ご意見・ご要望がございましたら、ご自由にお書きください。 
その他、大学の教育内容・活動等について、ご意見等ございましたら、あわせてご記入ください。 

 

 

 

 

 

◆◆ 最後までご協力いただき、ありがとうございました ◆◆ 

大東文化大学 スポーツ・健康科学部事務室 

〒355-8501 埼玉県東松山市岩殿 560 TEL: 0493-31-1552 

1、2を選ばれた方はＱ7へお進みください。 
3、4を選ばれた方はＱ10 へお進みください。 

1、2を選ばれた方はＱ9へお進みください。 
3 を選ばれた方はＱ10へお進みください。 

番号でご回答
ください 

第 1 位 

第 2 位 
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計画概要 
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入
学
定
員
が
増
え
ま
す
　
12
5名
 ▶
16
5名
 （予

定
）

U
p

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ
り
ま
す
　
演
習
系
授
業
の
充
実
 （予

定
）

C
ha
ng
e

川
越

バ
ス
利
用
の
場
合

埼
玉
東
松
山

キ
ャ
ン
パ
ス

40
分

鴻
巣

鴻
巣
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 4
0分

60
分

久
喜

久
喜
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 6
0分

【
 設
置
学
部
 】
 全
学
部
の
1・
2年
次
、国
際
関
係
学
部
、ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
の
1～
4年
次

埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

〒
35
5-
85
01
 埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿
56
0

東
武
東
上
線（
有
楽
町
線
・
副
都
心
線
直
通
）〈
高
坂
駅
〉西
口
下
車

▶
 無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
7分

　
 路
線
バ
ス（
川
越
観
光
）鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
方
面
行
き
大
東
文
化
大
学
バ
ス
停
下
車

JR
高
崎
線〈
鴻
巣
駅
〉東
口
下
車

▶
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
40
分（
片
道
10
0円
）

JR
宇
都
宮
線
・
東
武
伊
勢
崎
線
 〈
久
喜
駅
〉東
口
下
車

▶
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
60
分（
片
道
20
0円
）

高
坂

主
要
駅
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス（
記
載
さ
れ
て
い
る
所
要
時
間
は
目
安
で
す
）

41
分

大
宮

JR
川
越
線
 2
2分

東
武
東
上
線
 1
9分

67
分

東
京

88
分

JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
 3
8分

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
 1
7分

94
分

横
浜

池
袋

東
急
東
横
線
-東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
 相
互
直
通
運
転
 F
ラ
イ
ナ
ー（
直
通
） 
94
分

東
武
東
上
線
 急
行
 5
0分

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

〒
35
5-
85
01
　
埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿
56
0

ht
tp
s:
//
w
w
w
.d
ai
to
.a
c.
jp

大
東
文
化
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
事
務
室

　
 0
49
3-
31
-1
55
2

収
容
定
員
増
加
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

大
東
文
化
大
学
の
全
学
部
と
学
科

Fa
cu
lt
ie
s 
an
d 
de
pa
rt
m
en
ts
 o
f 
D
ai
to
 B
un
ka
 U
ni
ve
rs
it
y

久
喜

西
台

東
武
練
馬

東
京

池
袋

高
田
馬
場

巣
鴨

田
端

西
日
暮
里 日
暮
里

北
千
住

新
松
戸

南
越
谷

新
越
谷

春
日
部

流
山
お
お
た
か
の
森

南
浦
和

武
蔵
浦
和 西
高
島
平

北
朝
霞

和
光
市

朝
霞
台

本
川
越

ス
ク
ー
ル
バ
ス

川
越

川
越
市

所
沢

東
飯
能

八
王
子

立
川

西
国
分
寺

府
中
本
町 登
戸

町
田

相
模
大
野

中
央
林
間 藤
沢

茅
ヶ
崎

橋
本

赤
羽

上
野

飯
田
橋都営

三田
線

東
武
東
上
線

JR
武
蔵
野
線

JR
川
越
線

JR
八
高
線

JR
京
浜
東
北
線

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

東
武
伊
勢
崎
線

JR
京
浜
東
北
線

JR
埼
京
線

水
道
橋

御
茶
ノ
水

大
手
町 有
楽
町

品
川

大
崎

目
黒

川
崎

長
津
田

新
木
場 南
船
橋

千
葉
み
な
と

西
船
橋

千
葉

南
流
山

柏

浅
草

高
坂

鴻
巣

大
宮

松
戸

横
浜

JR
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

JR常
磐線

東
京メ
トロ
千
代
田
線

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

Ｊ Ｒ 武 蔵 野 線

JR
総
武
線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

千
葉
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

JR京
葉線

JR
山
手
線

JR
中
央
線

JR
東
海
道
線

JR
横
浜
線

JR
南
武
線

JR
東
海
道
線

JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

京
王
線

小
田
急
線

東
急
東
横
線

東
急
田
園
都
市
線

小
田
急
江
ノ
島
線

西
武
新
宿
線

西
武
池
袋
線

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
・
副
都
心
線

東
京
メト
ロ
有
楽
町
線

東 京 メ ト ロ 副 都 心 線

JR
高
崎
線

JR
宇
都
宮
線

船
橋

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
宿 渋
谷

秋
葉
原

東
京
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

埼
玉
東
松
山

キ
ャ
ン
パ
ス

※
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
は
4年
間「
埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
学
び
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

A
cc
es
s

社
会
経
済
学
科

現
代
経
済
学
科

日
本
文
学
科

中
国
文
学
科

英
米
文
学
科

教
育
学
科

書
道
学
科

歴
史
文
化
学
科

中
国
語
学
科

英
語
学
科

日
本
語
学
科

法
律
学
科

政
治
学
科

国
際
関
係
学
科

国
際
文
化
学
科

経
営
学
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

健
康
科
学
科

看
護
学
科

社
会
学
科

大 東 文 化 大 学

学 部

文
学
部

経
済
学
部

外
国
語
学
部

法
学
部

国
際
関
係
学
部

経
営
学
部

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部

社
会
学
部

▲
埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

大
東
文
化
大
学
の
建
学
の
精
神

大
東
文
化
大
学
の
教
育
の
理
念

漢
学（
特
に
儒
教
）を
中
心
と
し
て
東
洋
の
文
化
を
教
授
・
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、そ
の
振
興
を
図
る
と

共
に
、儒
教
に
基
づ
く
道
義
の
確
立
を
期
し
、更
に
東
洋
の
文
化
を
基
盤
と
し
て
西
洋
の
文
化
を
摂
取

吸
収
し
、東
西
文
化
を
融
合
し
て
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
。

大
東
文
化
大
学
は
、建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、東
洋
の
文
化
を
中
心
と
し
て
広
く
全
世
界
の
文
化
に

関
す
る
諸
学
を
研
究
・
教
授
し
、そ
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、東
洋
固
有
の
文
化
を
尊
重
し
、そ
の
伝
統
的
な

美
徳
を
身
に
つ
け
て
豊
か
な
人
格
の
形
成
に
努
め
、併
せ
て
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、世
界
の
文
化
の

進
展
と
人
類
の
幸
福
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

2
0
2
4
年
4
月
よ
り
、入
学
定
員
を
増
加
す
る
こ
と
を
構
想
中（
収
容
定
員
増
加
）

及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
ま
す（
予
定
）

）

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ナ
ビ
を
未
来
の
チ
カ
ラ
に
。

ス
ポ
ー
ツ・
健
康
科
学
部
 ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
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広
大
で
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
関
す
る
学
識
を
修
め
、人
間
性
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
指
導
と
健
康
づ
く
り
の
能
力
を
有
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、2
0
2
4
年
4
月

よ
り「
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）」
と「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
」を
構
想
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
構
成
す
る
学
問
の
基
礎
・
応
用
を
中
心

に
、
語
学
や
一
般
教
養
も
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
社
会
に
伝
え
る
た
め
に
、知
識
を

活
用
す
る
基
盤
を
身
に
つ
け
ま
す
。

陸
上
、体
操
、水
泳
か
ら
各
種
球
技
種
目
、武
道
、ダ
ン
ス

ま
で
、そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
指
導
法
に
関
す
る

専
門
的
知
識
の
修
得
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
や
、年
齢
や
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

指
導
法
に
つ
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
裏
付
け
さ
れ
た

知
識
や
技
能
の
伝
達
が
で
き
る
ま
で
高
め
て
い
き
ま
す
。

知
識
を
得
る

技
能
を
高
め
る

指
導
力
を
高
め
る

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

“未
来
へ
つ
な
が
る
”学
び

教
員
採
用
試
験
や
、就
職
活
動
に
も
役
立
つ

資
格
取
得
へ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、あ
な
た
の
未
来
を
支
援
し
ま
す
。

“豊
か
”な
学
び

7千
人
の
学
生
が
集
う
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
学
べ
る
こ
と
は

総
合
大
学
な
ら
で
は
の
強
み
。全
学
共
通

授
業
や
課
外
活
動
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

科
学
科
以
外
の
学
生
と
の
交
流
も
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“壮
大
”な
学
び

東
京
ド
ー
ム
6
個
分
の
広
さ
を
誇
る
埼
玉

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。広
大
な
敷
地
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
関
連
実
験

施
設
を
使
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“大
東
ス
ポ
科
な
ら
で
は
”の
学
び

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ス
ポ
ー
ツ

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
な
ど
、

大
東
ス
ポ
科
な
ら
で
は
の
科
目
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

“体
験
す
る
”学
び

講
義
に
加
え
、演
習
、野
外
実
習
、各
種

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
で
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
、医
療
、福
祉
 2
.7
%

鉄
道
、航
空
、輸
送
、運
輸
 3
.6
%

製
造
 7
.1
%

マ
ス
コ
ミ
、出
版
、広
告
、印
刷
 2
.7
%

小
売
 7
.1
%

商
社
 2
.7
%

公
務
員（
教
員
を
除
く
） 
11
.6
%

サ
ー
ビ
ス
 2
5.
0 %

教
員
、教
育
支
援
・

学
習
支
援
 2
0.
5 %

金
融
、保
険
 3
.6
%

建
設
 2
.7
%

そ
の
他
電
気
・
ガ
ス
・
熱
・
水
道
供
給
業
 1
.8
%
　
旅
行
、ホ
テ
ル
 1
.8
%
　
情
報
処
理
 0
.9
%
　

（
20
21
年
3月
卒
）

業
種
別
就
職
先

そ
の
他
 4
.5
%

不
動
産
取
引（
建
物・
賃
貸・
管
理
） 
6.
3 %

多
種
多
様
な
進
路

教
員・
公
務
員
も
多
数
輩
出
!

大
東
ス
ポ
科
の
目
的

O
bj
ec
ti
ve
s 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
sc
ie
nc
e

そ
し
て
未
来
へ
…

A
nd
 in
to
 t
he
 f
ut
ur
e.
..

大
東
ス
ポ
科

5つ
の
ポ
イ
ン
ト

5
po
in
ts
 o
f 
D
ep
ar
tm
en
t 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
Sc
ie
nc
e

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
基
礎
知
識
と
一
般
教
養
に
加
え
て
、

大
学
生
と
し
て
の
学
ぶ
姿
勢
や
マ
ナ
ー
、モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
る

1年
次

球
技
や
武
道
な
ど
の
実
技
授
業
も
充
実
。専
門
知
識
の

学
修
を
進
め
な
が
ら
自
分
の
将
来
像
と
8
つ
の
履
修
モ
デ
ル

を
照
ら
し
合
わ
せ
進
む
べ
き
方
向
性
を
整
え
る

2年
次

2年
次
に
得
た
専
門
知
識
の
学
修
を
さ
ら
に
深
め
る
べ
く
、充
実

し
た
演
習
科
目
群
に
よ
り
、自
ら
が
決
め
た
学
問
領
域
を

さ
ら
に
探
求
し
4年
次
の
卒
業
研
究
に
向
け
て
の
準
備
を
行
う

3年
次

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
卒
業
研
究
を
通
じ
て
、将
来
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
知
識
と
技
能
を
磨
く

4年
次

4年
間
の
学
び

Fo
ur
-y
ea
r 
flo
w

大
東
ス
ポ
科
 8
つ
の
履
修
モ
デ
ル

8 
st
ud
y 
m
od
el
s 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
sc
ie
nc
e

保
健
体
育
教
員

ト
レ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

ア
ス
リ
ー
ト
＆
コ
ー
チ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト

中
学
・
高
等
学
校
保
健
体
育
教
員
な
ど

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、公
共
運
動
施
設
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

指
導
者
な
ど

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、健
康
増
進
施
設
、

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
な
ど

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
・

管
理
者
、一
般
企
業
な
ど

障
が
い
者
支
援
、ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
、女
性
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
、

野
外
活
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、野
外

活
動
施
設
ス
タ
ッ
フ
な
ど

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、企
業
ス
ポ
ー
ツ

選
手
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
な
ど

大
学
教
員
、ス
ポ
ー
ツ
用
具
開
発
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
員
な
ど

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）

N
SC
A
認
定
資
格
試
験
受
験
資
格（
C
SC
S、

C
P
T）
、日
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
協
会

認
定
資
格
試
験
受
験
資
格
(J
A
TI
－
A
TI
）

（
公
財
）
健
康
・
体
力
づ
く
り
財
団

認
定
健
康
運
動
指
導
士
認
定
試
験

受
験
資
格

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
公
財
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、（
公
財
）日
本
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
初
級
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
C
カ
ー
ド
）
、

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
級
別

テ
ス
ト
、
水
上
バ
イ
ク
（
特
殊

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
）

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

コ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
共
通
科
目
Ⅰ
）

大
学
院
修
士
号

＊
卒
業
後
の
大
学
院
進
学
が
必
要

目
指
せ
る
資
格
・
免
許

想
定
さ
れ
る
進
路
・
社
会
的
役
割

履
修
モ
デ
ル

卒
業
後
の
主
な
進
路

・
国
家
公
務
員

・
地
方
公
務
員

・
高
等
学
校
教
員

・
中
学
校
教
員

・
ア
ス
リ
ー
ト

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

 （
公
立
・
私
立
の
体
育
館
・
運
動
施
設
）

・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
業
界
従
事
者

・
マ
ス
コ
ミ（
出
版
・
放
送
ほ
か
） 

  業
界
従
事
者

・
サ
ー
ビ
ス
業
界
従
事
者

・
金
融
・
保
険
業
界
従
事
者

・
N
G
O・
N
P
O
団
体
職
員

・
大
学
院
へ
の
進
学

※
履
修
モ
デ
ル
の
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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単純集計表 
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事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 708          93.8         

2 ⽀社 26             3.4            

3 単独事業所 18             2.4            

無回答 3               0.4            

N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          本社
93.8%

支社
3.4%

単独事業所
2.4% 無回答

0.4%

事業所の種別

N = 755

-学則変更の趣旨（資料）-81-
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北海道

0.8%

青森県

0.3%

岩手県

0.5%

宮城県

0.5%

秋田県

0.4%

山形県

0.5%

福島県

0.5%

茨城県

2.6%

栃木県

1.7%

群馬県

2.0%埼玉県

7.3%
千葉県

3.4%

東京都

31.4%

神奈川県

5.0%

新潟県

2.0%富山県

1.1%
石川県

0.7%

福井県

0.1%

山梨県

0.4%
長野県

2.8%

岐阜県

0.5%

静岡県

4.0%

愛知県

4.8%

三重県

1.9%

滋賀県

0.3%

京都府

2.0%

大阪府

4.8%

兵庫県

2.1%

奈良県

0.4%

和歌山県

0.5%

鳥取県

0.7%

島根県

0.1%

岡山県

0.3%

広島県

1.7%

山口県

0.3%

徳島県

0.3%
香川県

0.7%
愛媛県

0.4%
高知県

0.3%
福岡県

1.3%

佐賀県

0.1%
長崎県

0.4%

熊本県

0.4%

大分県

0.1%

宮崎県

0.0%

鹿児島県

0.4%
沖縄県

0.0%
無回答

7.3%

事業所の所在地

N = 755

事業所の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 北海道 6               0.8            26 京都府 15             2.0            

2 ⻘森県 2               0.3            27 ⼤阪府 36             4.8            

3 岩⼿県 4               0.5            28 兵庫県 16             2.1            

4 宮城県 4               0.5            29 奈良県 3               0.4            

5 秋⽥県 3               0.4            30 和歌⼭県 4               0.5            

6 ⼭形県 4               0.5            31 ⿃取県 5               0.7            

7 福島県 4               0.5            32 島根県 1               0.1            

8 茨城県 20             2.6            33 岡⼭県 2               0.3            

9 栃⽊県 13             1.7            34 広島県 13             1.7            

10 群⾺県 15             2.0            35 ⼭⼝県 2               0.3            

11 埼⽟県 55             7.3            36 徳島県 2               0.3            

12 千葉県 26             3.4            37 ⾹川県 5               0.7            

13 東京都 237          31.4         38 愛媛県 3               0.4            

14 神奈川県 38             5.0            39 ⾼知県 2               0.3            

15 新潟県 15             2.0            40 福岡県 10             1.3            

16 富⼭県 8               1.1            41 佐賀県 1               0.1            

17 ⽯川県 5               0.7            42 ⻑崎県 3               0.4            

18 福井県 1               0.1            43 熊本県 3               0.4            

19 ⼭梨県 3               0.4            44 ⼤分県 1               0.1            

20 ⻑野県 21             2.8            45 宮崎県 0               0.0            

21 岐⾩県 4               0.5            46 ⿅児島県 3               0.4            

22 静岡県 30             4.0            47 沖縄県 0               0.0            

23 愛知県 36             4.8            無回答 55             7.3            

24 三重県 14             1.9            N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          

25 滋賀県 2               0.3            
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事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 1                  0.1              

2 鉱業・採⽯業・砂利採取業 1                  0.1              

3 製造業 99               13.1            

4 情報通信業 29               3.8              

5 卸売業・⼩売業 259             34.3            

6 不動産業・物品賃貸業 51               6.8              

7 宿泊業・飲⾷サービス業 28               3.7              

8 教育・学習⽀援業 25               3.3              

9 複合サービス業 10               1.3              

10 公務（他に分類されるものを除く） 4                  0.5              

11 漁業 0                  0.0              

12 建設業 34               4.5              

13 電気・ガス・熱供給・⽔道業 5                  0.7              

14 運輸業・郵便業 83               11.0            

15 ⾦融業・保険業 11               1.5              

16 学術研究・専⾨技術サービス業 6                  0.8              

17 ⽣活関連サービス業・娯楽業 18               2.4              

18 医療・福祉 15               2.0              

19 サービス業（他に分類されないもの） 58               7.7              

20 その他 15               2.0              

無回答 3                  0.4              

N （％ﾍﾞｰｽ） 755             100             

農業・林業
0.1%

鉱業・採石業・

砂利採取業
0.1%

製造業
13.1%

情報通信業
3.8%

卸売業・小売業
34.3%

不動産業・物品賃貸業
6.8%

宿泊業・飲食サービス業
3.7%

教育・学習支援業
3.3%

複合サービス業
1.3%

公務

（他に分類される

ものを除く）
0.5%

漁業
0.0%

建設業
4.5%

電気・ガス・

熱供給・水道業
0.7%

運輸業・郵便業
11.0%

金融業・保険業

1.5%

学術研究・

専門技術

サービス業
0.8% 生活関連サービス業・

娯楽業
2.4%

医療・福祉
2.0%

サービス業

（他に分類されないもの）
7.7%

その他
2.0% 無回答

0.4%

事業所の業種

N = 755
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今年度（令和４年４⽉⼊社）の新卒採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈〜4⼈ 208          27.5         

2 5⼈〜9⼈ 176          23.3         

3 10⼈〜19⼈ 163          21.6         

4 20⼈以上 179          23.7         

5 採⽤していない 26             3.4            

無回答 3               0.4            

N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          

1人～4人
27.5%

5人～9人
23.3%

10人～19人
21.6%

20人以上
23.7%

採用していない
3.4% 無回答

0.4%

今年度（令和４年４月入社）の

新卒採用人数

N = 755

今後の採⽤⽅針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採⽤していくと思う 576             76.3            

2 できれば、毎年安定的に採⽤していくと思う 128             17.0            

3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採⽤していくと思う 30               4.0              

4 増員が必要になった場合に、採⽤を考える 13               1.7              

5 ⽋員が出た場合に、採⽤を考える 4                  0.5              

6 当⾯、採⽤は⾏わないと思う 2                  0.3              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 755             100             

毎年、安定的に採用していくと思う
76.3%

できれば、毎年安定的に

採用していくと思う
17.0%

毎年ではないが、

ある程度は安定的に

採用していくと思う
4.0%

増員が必要になった場合に、

採用を考える
1.7%

欠員が出た場合に、採用を考える
0.5% 当面、採用は行わないと思う

0.3%

無回答
0.3%

今後の採用方針

N = 755
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№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が⾼い分野である 339             45.1            

2 ある程度、社会的必要性を感じる 389             51.8            

3 あまり必要性を感じない 20               2.7              

4 必要性はない 1                  0.1              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 751             100             

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性

社会的必要性が高い分野である
45.1%

ある程度、社会的必要性を感じる
51.8%

あまり必要性を感じない
2.7%

必要性はない
0.1%

無回答
0.3%

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の

社会的必要性

N = 751
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⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、
重要と考えるもの(第1位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 他者との共同により課題を発⾒し、解決する⼒ 162             22.3            

2 多様な⼈々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む⼒ 205             28.2            

3 ⾃律的学習者として学び続ける⼒ 38               5.2              

4 社会の⼀員として貢献する意欲・能⼒・責任感 139             19.1            

5 多様な経験による柔軟な対応⼒ 47               6.5              

6 円滑なコミュニケーション能⼒ 135             18.5            

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 728             100             

他者との共同により課題を発見し、

解決する力
22.3%

多様な人々の考えを理解し、

信頼関係の構築に取り組む力
28.2%

自律的学習者として学び続ける力
5.2%

社会の一員として

貢献する意欲・能力・責任感
19.1%

多様な経験による柔軟な対応力
6.5%

円滑なコミュニケーション能力
18.5%

無回答
0.3%

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の

「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの(第1位)

N = 728
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⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、
重要と考えるもの(第2位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 他者との共同により課題を発⾒し、解決する⼒ 97               13.3            

2 多様な⼈々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む⼒ 135             18.5            

3 ⾃律的学習者として学び続ける⼒ 53               7.3              

4 社会の⼀員として貢献する意欲・能⼒・責任感 143             19.6            

5 多様な経験による柔軟な対応⼒ 103             14.1            

6 円滑なコミュニケーション能⼒ 192             26.4            

無回答 5                  0.7              

N （％ﾍﾞｰｽ） 728             100             

他者との共同により課題を発見し、

解決する力
13.3%

多様な人々の考えを理解し、

信頼関係の構築に取り組む力
18.5%

自律的学習者として学び続ける力
7.3%

社会の一員として

貢献する意欲・能力・責任感
19.6%

多様な経験による柔軟な対応力
14.1%

円滑なコミュニケーション能力
26.4%

無回答
0.7%

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の

「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの(第2位)
N = 728
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⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の
卒業⽣の採⽤意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 406          55.8         

2 採⽤を検討したい 296          40.7         

3 採⽤は考えない 19             2.6            

無回答 7               1.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 728          100          
採用したい

55.8%
採用を検討したい

40.7%

採用は考えない
2.6%

無回答
1.0%

大東文化大学スポーツ・健康科学部

スポーツ科学科の卒業生の採用意向

N = 728

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の
卒業⽣の採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈ 156          22.2         

2 2⼈ 92             13.1         

3 3⼈ 40             5.7            

4 4⼈ 2               0.3            

5 5⼈以上 52             7.4            

6 ⼈数は未確定 358          51.0         

無回答 2               0.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 702          100          

1人
22.2%

2人
13.1% 3人

5.7%

4人
0.3%

5人以上
7.4%

人数は未確定
51.0%

無回答
0.3%

大東文化大学スポーツ・健康科学部

スポーツ科学科の卒業生の採用人数

N = 702
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ホーム 大学案内 大東文化について 大東文化大学の基本方針

大学案内／About Daito

大東文化大学の基本方針

大学案内
About Daito

ごあいさつ

大東文化について

建学の精神・教育
の理念

大東文化大学の基
本方針

創設からのあゆみ

大東文化歴史資料
館

百年史編纂サイト

校歌

活躍と未来への取
り組み

情報公開

コンプライアンス
等の取り組み

自己点検・評価/大
学FD活動

組織・付設校

青桐会・同窓会

大東文化大学基本方針

大東文化大学基本方針は、本学の教育研究等に係る様々な基本方針を定めたもので
す。大学の教育研究活動および運営の軸となる事項について基準別に構成されてい
ます。

方針 承認日

2014年2月17日
自己点検・評価基本事項検討委員会

2022年3月7日
大学評議会

大学の理念・目的（386KB）

内部質保証に関する方針（186K
B）

教育研究組織の編制方針（200K
B）

教員・教員組織に関する方針（19
4KB）

学生支援に関する方針（196KB）

教育研究等環境に関する方針（24
5KB）

社会連携・社会貢献に関する方針
（214KB）

大学運営・財務に関する方針（27
1KB）

国際化に関する方針（174KB）

大学案内 入試情報 学部・大学院 教育・研究 学生生活 国際交流 キャリア・就職支援
支


支



https://www.daito.ac.jp/
https://www.daito.ac.jp/information/
https://www.daito.ac.jp/information/about/
https://www.daito.ac.jp/information/
https://www.daito.ac.jp/information/greeting/
https://www.daito.ac.jp/information/about/
https://www.daito.ac.jp/information/about/idea/
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/
https://www.daito.ac.jp/information/about/history/
https://www.daito.ac.jp/100th/archives/
https://www.daito.ac.jp/100th/
https://www.daito.ac.jp/information/about/college_song/
https://www.daito.ac.jp/information/activity/
https://www.daito.ac.jp/information/open/
https://www.daito.ac.jp/information/compliance/
https://www.daito.ac.jp/information/examine/
https://www.daito.ac.jp/information/organization/
https://www.daito.ac.jp/information/alumni/
https://www.daito.ac.jp/kifu/
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy01.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy02.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy03.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy04.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy05.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy06.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy07.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy08.pdf
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/file/file_policy10.pdf
https://www.daito.ac.jp/


寄附をお考えの方

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

2018.2.19

大東文化大学は、建学の精神である「東西文化の融合」および大学の理念である
「アジアから世界へ―多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」に基づき、学
問の理論と応用を教授・研究して真理と正義を愛する自主的精神に充ちた良識ある
人材を育成し、文化の発展と人類の福祉に貢献することを目的とする。この目的を
実現するために、以下に3つの基本方針（ポリシー）を定める。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ
ー）

大東文化大学・各学部学科においては、厳格な成績評価に基づき、基礎教育科目、
専門教育科目、全学共通科目の所定の単位を修得し、豊かな教養と確かな専門的知
識、高い倫理性を備えていると認定した人に学士の学位を授与する。
本学が学位授与にあたって求める能力、見識は下記のようなものである。

1. 豊かな教養の基礎となる広範な知識を修得している。

2. 自らが学ぶ学位プログラムの基礎となる専門知識・技能を修得し、活用するこ
とによって、現代社会の諸問題にチャレンジできる。

1. 国内外における諸課題を発見し、解決策を構想するための思考力や判断力を身
に付けている。

2. 自分の意見を持ち、それを適切に表現・伝達できるとともに、背景や価値観の
異なる他者の意見を傾聴し、他者と協力・共同することにより問題を解決する
能力を持っている。

1．豊かな教養と専門的知識およびそれを活用する技能

2．他者との共同による問題発見・解決能力と、それを支える
思考・判断・表現力

3．自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能
力、社会の担い手としての使命感
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1. 生涯にわたって学び続け、国際社会や地域社会の発展に貢献する意欲と能力を
もっている。

2. 修得した専門的知識と技能を使って、社会の中核・中堅として、その発展に貢
献する意欲と能力を持っている。

3. 広い知識を求め学び続け、応用的能力を展開させ、使命感を持って社会の発展
に寄与できる。

1. 本学の建学の精神(漢学の振興と東西文化の融合）を知り、新しい文化の創造を
目指す。

2. 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、地球的規模の視野と感覚
を持ち、異文化への理解力・共感力、コミュニケーション能力を発揮し、多文
化社会における諸問題の解決に貢献できる。

大東文化大学大学院・各研究科専攻（修士課程・博士課程）においては、高度な専
門的知識の修得に留まらず、物事を多角的・多面的に考察し見定めていく批判的思
考力（いわゆる「クリティカル・シンキング」）を備え、「世界水準の研究」や
「地域活性化のための中核的研究」に挑戦し続ける資質と意欲を獲得したと認定し
た人に修士または博士の学位を授与する。
本学が学位授与にあたって求める能力、見識は下記のようなものである。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリ
シー）

大東文化大学の学士課程は文学部、経済学部、外国語学部、法学部、国際関係学
部、経営学部、環境創造学部、スポーツ・健康科学部、社会学部から構成されてい
る。このうち国際関係学部とスポーツ・健康科学部は、全学年の教育を埼玉県東松
山市にある東松山キャンパスで行い、他の学部は1年次と2年次の教育を東松山キャ
ンパスで、3年次と4年次の教育を東京都板橋区にある板橋キャンパスで行ってい
る。
本学における学部のカリキュラムは、大きく分けて、主に基礎教育科目、専門教育
科目、全学共通科目の3つの科目群から成っている。このうち基礎教育科目と全学
共通科目は主として、全学部の1、2年生が学ぶ東松山キャンパスで、専門教育科目
は、国際関係学部とスポーツ・健康科学部は東松山キャンパスで、他の学部は主と
して板橋キャンパスで開講されている。

4．本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

博士前期課程・修士課程

博士後期課程
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学部における3つの科目群およびそれを支える科目等は下記のような特徴を持って
いる。

学部学科のカリキュラム・ポリシー

1. 各学部学科は、英語・中国語など外国語の運用能力を高める科目、ICTやデータ
サイエンス、数量的スキルの習得を目指す情報科目などの分野横断的な基礎教
育科目を設置する。

2. 広範な知識を修得させるために、基本科目群、課題（テーマ）科目群、発展科
目群からなる全学共通科目を開設する。

3. 各学部学科は、それぞれの教育目標を達成するために専門教育科目を独自に設
置する。

4. 初年次において導入教育科目を開設する。

5. キャリアデザインや就職を支援するために、学部学科の学びに固有のキャリア
科目を設置する。

6. 本学の建学の精神や教育の理念に関する科目を設置する。

1. 主体的な学びを促進するために、教育内容に掲げた各科目群等においては、通
常の講義形式のほか、演習や実験実習、フィールドワーク、インターンシップ
などの教育方法を導入する。

2. インタラクティブ（双方向）な授業を展開するため、初年次から4 年次まで少
人数の演習形式を活用する。

3. 学部学科を問わず、海外研修や留学を推奨する。

4. ポートフォリオなどを活用し、学びの振り返りを推進する。

1. 学位授与方針（DP）に掲げられた各種能力は、卒業要件達成状況、単位取得状
況、GPA、卒業論文、取得した資格（国家試験や教職を含む）、その他のアセ
スメント等の結果を参考に、多角的かつ総合的に評価する。

2. 学位授与方針（DP）に掲げられた各種能力の評価のたに、各種アセスメント
に加えて、学生ポートフォリオを活用して評価する。

大東文化大学大学院（法科大学院を除く）は、文学研究科、経済学研究科、法学研
究科、外国語学研究科、アジア地域研究科、経営学研究科、スポーツ・健康科学研
究科から構成されており、研究科の専攻ごとに、博士課程前期課程および博士課程

1．教育内容

2．教育方法

3．評価方法
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後期課程（一部の専攻は修士課程のみ）の課程が設置されている。また、別途、経
済学研究科経済学専攻と法学研究科政治学専攻が連携して「公共政策学専修コー
ス」を開設している。アジア地域研究科とスポーツ・健康科学研究科の教育は埼玉
県東松山市にある東松山キャンパスで行い、他の研究科の教育は東京都板橋区にあ
る板橋キャンパスで行っている。
大学院研究科のカリキュラム科目群は、主に演習形式の科目群、講義形式の科目群
から成っている。また、その教育内容、教育方法、評価方法は下記のような特徴を
持っている。

大学院研究科のカリキュラム・ポリシー

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシ
ー）

大東文化大学は1923年(大正12年)に、東洋の文化を教授・研究するために創立され
た歴史ある大学であり、これまで10万人をこえる卒業生を社会に輩出してきた。ま
た、アジアを中心に100をこえる世界の大学、研究機関と交流協定を結び、多くの
留学生を受け入れるとともに、学生を海外に派遣し続けている。
「東西文化の融合」を建学の精神に掲げる本学では、以下のようなアドミッショ
ン・ポリシーを定め、一層多様性が高まる社会において自立と共生に向けた適切に
行動できる人材を育成する学びの場を提供する。

学部・学科のアドミッション・ポリシー

大学院研究科のアドミッション・ポリシー

詳細は各研究科専攻のカリキュラム・ポリシーを参照のこと。※

博士前期課程・修士課程

博士後期課程

1．知識・技能

2．思考力・判断力・表現力

3．主体的に学習に取り組む態度
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入学定員が増えます　125名 ▶165名 （予定）Up

カリキュラムが変わります　演習系授業の充実 （予定）Change

川越

バス利用の場合

埼玉東松山
キャンパス

40分鴻巣 鴻巣スクールバス 40分

60分久喜 久喜スクールバス 60分

【 設置学部 】 全学部の1・2年次、国際関係学部、スポーツ・健康科学部の1～4年次埼玉東松山キャンパス 〒355-8501 埼玉県東松山市岩殿560

東武東上線（有楽町線・副都心線直通）〈高坂駅〉西口下車
▶ 無料スクールバスで約7分
　 路線バス（川越観光）鳩山ニュータウン方面行き大東文化大学バス停下車

JR高崎線〈鴻巣駅〉東口下車
▶ スクールバスで約40分（片道100円）

JR宇都宮線・東武伊勢崎線 〈久喜駅〉東口下車
▶ スクールバスで約60分（片道200円）

高坂

主要駅から最寄り駅までのアクセス（記載されている所要時間は目安です）

41分大宮 JR川越線 22分 東武東上線 19分

67分東京

88分 JR湘南新宿ライン 38分

東京メトロ丸ノ内線 17分

94分
横浜

池袋

東急東横線-東京メトロ副都心線 相互直通運転 Fライナー（直通） 94分

東武東上線 急行 50分

スポーツ・健康科学部スポーツ科学科
〒355-8501　埼玉県東松山市岩殿560
https://www.daito.ac.jp

大東文化大学スポーツ・健康科学部事務室
　 0493-31-1552

収容定員増加及びカリキュラム改編に関する問い合わせ

大東文化大学の全学部と学科
Faculties and departments of Daito Bunka University
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※スポーツ科学科は4年間「埼玉東松山キャンパス」で学びます。

アクセス
Access

社会経済学科 現代経済学科

日本文学科 中国文学科 英米文学科 教育学科 書道学科 歴史文化学科

中国語学科 英語学科 日本語学科

法律学科 政治学科

国際関係学科 国際文化学科

経営学科

スポーツ科学科 健康科学科 看護学科

社会学科

大
東
文
化
大
学

学
部

文学部

経済学部

外国語学部

法学部

国際関係学部

経営学部

スポーツ・健康科学部

社会学部
▲埼玉東松山キャンパス

大東文化大学の建学の精神 大東文化大学の教育の理念
漢学（特に儒教）を中心として東洋の文化を教授・研究することを通じて、その振興を図ると
共に、儒教に基づく道義の確立を期し、更に東洋の文化を基盤として西洋の文化を摂取
吸収し、東西文化を融合して新しい文化の創造を目指す。

大東文化大学は、建学の精神に基づき、東洋の文化を中心として広く全世界の文化に
関する諸学を研究・教授し、その振興を図ると共に、東洋固有の文化を尊重し、その伝統的な
美徳を身につけて豊かな人格の形成に努め、併せて国際的な視野を持ち、世界の文化の
進展と人類の幸福の実現に寄与できる有為な人材を育成することを目指す。

2024年4月より、入学定員を増加することを構想中（収容定員増加）
及びカリキュラムを充実させます（予定）

※入学定員増加（収容定員増加）及びカリキュラム改編の構想概要は予定であり、変更する場合があります。※入学定員増加（収容定員増加）及びカリキュラム改編の構想概要は予定であり、変更する場合があります。

スポーツのマナビを未来のチカラに。

スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科

資料１４
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広大で自然豊かなキャンパスで、スポーツ科学に関する学識を修め、人間性豊か
なスポーツ指導と健康づくりの能力を有する人材育成を目指し、2024年4月
より「入学定員増加（収容定員増加）」と「カリキュラム改編」を構想しています。

スポーツ科学を構成する学問の基礎・応用を中心

に、語学や一般教養も学ぶことによって、

スポーツの価値を社会に伝えるために、知識を

活用する基盤を身につけます。

陸上、体操、水泳から各種球技種目、武道、ダンス

まで、それらのスキルアップと指導法に関する

専門的知識の修得に力を注ぎます。

トップアスリートの育成をはじめ、スポーツの楽しさ

を伝えることや、年齢や体力レベルに応じた

指導法について、スポーツ科学に裏付けされた

知識や技能の伝達ができるまで高めていきます。

知識を得る 技能を高める 指導力を高める

※入学定員増加（収容定員増加）及びカリキュラム改編の構想概要は予定であり、変更する場合があります。

“未来へつながる”学び
教員採用試験や、就職活動にも役立つ
資格取得への手厚いサポート体制
で、あなたの未来を支援します。

“豊か”な学び
7千人の学生が集う豊かなキャンパス
で幅広くスポーツを学べることは
総合大学ならではの強み。全学共通
授業や課外活動を通じてスポーツ
科学科以外の学生との交流も図る
ことができます。

“壮大”な学び
東京ドーム6個分の広さを誇る埼玉
東松山キャンパス。広大な敷地にある
スポーツ施設とスポーツ関連実験
施設を使用してスポーツ科学を学ぶ
ことができます。

“大東スポ科ならでは”の学び
サッカーやランニングサイエンス、
スポーツデータサイエンス、スポーツ
とジェンダー、アウトドアスキルなど、
大東スポ科ならではの科目が充実
しています。

“体験する”学び
講義に加え、演習、野外実習、各種
スポーツイベントでのボランティア
体験などで、実践的なスキルを
身につけることができます。

病院、医療、福祉 2.7%
鉄道、航空、輸送、運輸 3.6%

製造 7.1%
マスコミ、出版、広告、印刷 2.7%

小売 7.1%
商社 2.7%

公務員（教員を除く） 11.6%

サービス 25.0%
教員、教育支援・
学習支援 20.5%
金融、保険 3.6%
建設 2.7%

その他 電気・ガス・熱・水道供給業 1.8%　旅行、ホテル 1.8%　情報処理 0.9%　

（2021年3月卒）

業種別就職先

その他 4.5%
不動産取引（建物・賃貸・管理） 6.3%

多種多様な進路
教員・公務員も多数輩出!

大東スポ科の目的
Objectives of Daito Sports science

そして未来へ…
And into the future...

大東スポ科5つのポイント

5points of Department of Daito Sports Science

スポーツ科学の基礎知識と一般教養に加えて、

大学生としての学ぶ姿勢やマナー、モラルを身につける1年次

球技や武道などの実技授業も充実。専門知識の

学修を進めながら自分の将来像と8つの履修モデル

を照らし合わせ進むべき方向性を整える
2年次

2年次に得た専門知識の学修をさらに深めるべく、充実

した演習科目群により、自らが決めた学問領域を

さらに探求し4年次の卒業研究に向けての準備を行う
3年次

ゼミナールや卒業研究を通じて、将来を実現する

ための具体的な知識と技能を磨く4年次

4年間の学び
Four-year flow

大東スポ科 8つの履修モデル
8 study models of Daito Sports science

保健体育教員

トレーナー

ヘルスプロモーション

スポーツマネジメント

ダイバーシティスポーツ

アウトドアスポーツ

アスリート＆コーチング

スポーツアナリスト

中学・高等学校保健体育教員など

フィットネスクラブ、公共運動施設、
パーソナルトレーナー、トレーニング
指導者など

フィットネスクラブ、健康増進施設、
メディカルフィットネスセンター、
ヘルスケア産業など

地 域 ス ポ ー ツ クラブ 運 営・
管理者、一般企業など

障がい者支援、ジュニアスポーツ
指導員、女性スポーツ指導員など

アウトドアスポーツメーカー、
野外活動インストラクター、野外
活動施設スタッフなど

プロスポーツ選手、企業スポーツ
選手、地域スポーツクラブ指導者など

大学教員、スポーツ用具開発、
スポーツ科学研究員など

中学校教諭一種免許状（保健体育）
高等学校教諭一種免許状（保健体育）

NSCA認定資格試験受験資格（CSCS、
CPT）、日本トレーニング指導者協会
認定資格試験受験資格(JATI－ATI）

（公財）健康・体力づくり財団
認定健康運動指導士認定試験
受験資格

（公財）日本スポーツ協会公認
アシスタントマネージャー

（公財）日本スポーツ協会公認ジュニア
スポーツ指導員、（公財）日本パラ
スポーツ協会公認初級障がい者
スポーツ指導員
キャン プ イン スト ラ クタ ー 、
スクーバダイビング（Cカード）、
ス キ ー・ス ノ ー ボ ー ド 級 別
テ ス ト 、水 上 バ イ ク（ 特 殊
小 型 船 舶 操 縦 士 免 許 ）

（公財）日本スポーツ協会公認
コーチングアシスタント（共通科目Ⅰ）

大学院修士号
＊卒業後の大学院進学が必要

目指せる資格・免許想定される進路・社会的役割履修モデル

卒業後の主な進路

・国家公務員
・地方公務員
・高等学校教員
・中学校教員
・アスリート
・インストラクター
 （公立・私立の体育館・運動施設）

・スポーツ関連業界従事者
・マスコミ（出版・放送ほか） 
  業界従事者
・サービス業界従事者
・金融・保険業界従事者
・NGO・NPO団体職員
・大学院への進学

※履修モデルの概要は予定であり、変更する場合があります。
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資格名称 認定・公認団体名

中学校教諭一種免許状『保健体育』 各都道府県教育委員会

高等学校教諭一種免許状『保健体育』 各都道府県教育委員会

初級パラスポーツ指導員 公益財団法人日本パラスポーツ協会（JPSA）

JPSUスポーツトレーナー（JPSU-ST） 一般社団法人全国体育スポーツ系大学協議会（JPSU）

スポーツ指導者　共通科目Ⅲ　免除 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

コーチングアシスタント 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

資格名称 認定・公認団体名

キャンプインストラクター 公益社団法人日本キャンプ協会

スクーバ　Cカード（オープンウォーター） セントラルスポーツダイビング協会（DACS）

スキーバッチテスト 公益財団法人 全日本スキー連盟

スノーボードバッチテスト 公益財団法人 全日本スキー連盟

水上バイク（特殊小型船舶操縦士免許） 国土交通省

資格名称 認定・公認団体名

健康運動指導士 公益財団法人健康・体力づくり事業財団

トレーニング指導者（JATI－ATI） 特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会（JATI）

CSCS（認定ストレングス＆コンディショニン

グスペシャリスト）

NATIONAL STRENGTH AND CONDITIONIG ASSOCIATION

（NSCA）

NSCA-CPT（NSCA認定パーソナルトレー

ナー）

NATIONAL STRENGTH AND CONDITIONIG ASSOCIATION

（NSCA）

アシスタントマネジャー 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

ジュニアスポーツ指導員 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

３．授業を受けて所定の単位を修得すれば受験資格又は受験科目の免除を得ることができ、

　　その後団体等の実施する試験に合格すれば得ることができる資格

１．授業を受けて所定の単位を修得すれば得ることができる資格

２．授業を受けて所定の単位を修得し、且つその中で実施される資格試験に合格すれば得ることができる資格

スポーツ科学科で取得できる資格一覧

資料１５
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

英語A 1 英語A 1

英語B 1 英語B 1

フレッシュマンセミナーA 2 フレッシュマンセミナーA 2

フレッシュマンセミナーB 2 フレッシュマンセミナーB 2

情報科学 2 廃止 スポーツ情報科学A 2 新設

応用情報科学 2 廃止 スポーツ情報科学B 2 新設

スポーツ基礎教養 2 スポーツ基礎教養 2

スポーツキャリアセミナーA 2 スポーツキャリアセミナーA 2

スポーツキャリアセミナーB 2 スポーツキャリアセミナーB 2

コミュニケーション英語A 1 コミュニケーション英語A 1

コミュニケーション英語B 1 コミュニケーション英語B 1

中国語A 1 中国語A 1

中国語B 1 中国語B 1

コリア語A 1 コリア語A 1

コリア語B 1 コリア語B 1

フランス語A 1 フランス語A 1

フランス語B 1 フランス語B 1

ドイツ語A 1 ドイツ語A 1

ドイツ語B 1 ドイツ語B 1

スポーツ科学概論 2 スポーツ科学概論 2

解剖学 2 解剖学 2

生理学 2 生理学 2

スポーツコーチング論 2 廃止 スポーツコーチング概論 2 新設

ストレングス＆コンディショニングベーシック 2 新設

水泳(基礎) 1 廃止 スポーツ実技A（水泳） 1 新設

陸上競技（基礎） 1 廃止 スポーツ実技A（陸上競技） 1 新設

器械運動（基礎） 1 廃止 スポーツ実技A（器械運動） 1 新設

バスケットボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（バスケットボール） 1 新設

バレーボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（バレーボール） 1 新設

サッカー（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（サッカー) 1 新設

ラグビー（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（ラグビー) 1 新設

ハンドボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（ハンドボール） 1 新設

ソフトボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（ソフトボール) 1 新設

バドミントン（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（バドミントン） 1 新設

テニス（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（テニス） 1 新設

剣道（基礎） 1 廃止 スポーツ実技C（剣道） 1 新設

柔道（基礎） 1 廃止 スポーツ実技C（柔道） 1 新設

ダンス（基礎） 1 廃止 スポーツ実技C（ダンス) 1 新設

マリン 2 マリン 2

キャンプ 2 キャンプ 2

カヌー 2 カヌー 2

ゴルフ 2 ゴルフ 2

スキー 2 スキー 2

スケート 2 スケート 2

スポーツ原理 2 スポーツ原理 2

健康科学概論 2 健康科学概論 2

レクリエーション概論 2 レクリエーション概論 2

スポーツ測定法 2 スポーツ測定法 2

生涯スポーツ論 2 生涯スポーツ論 2

健康と経済 2 新設

体育・スポーツ史 2 体育・スポーツ史 2

スポーツ心理学 2 スポーツ心理学 2

スポーツバイオメカニクス 2 スポーツバイオメカニクス 2

スポーツ生理学 2 スポーツ生理学 2

トレーニング生理学 2 トレーニング生理学 2

スポーツ社会学 2 スポーツ社会学 2

スポーツ運動学 2 スポーツ運動学 2

スポーツ法学 2 スポーツ法学 2

基
礎
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

1

資料１６
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

スポーツ外傷・障害学 2 スポーツ外傷・障害学 2

アスレチックコンディショニング論 2 廃止 リコンディショニング論 2 新設

スポーツ医学 2 スポーツ医学 2

スポーツ栄養学 2 スポーツ栄養学 2

安全教育及び救急法 2 安全教育及び救急法 2

スポーツ経営学 2 スポーツ経営学 2

衛生学・公衆衛生学 2 衛生学・公衆衛生学 2

発育発達論 2 発育発達論 2

野外活動論 2 野外活動論 2

予防医学概論 2 予防医学概論 2

スポーツ文化論 2 スポーツ文化論 2

スポーツ政策論 2 スポーツ政策論 2

スポーツ指導のリスクマネジメント 2 スポーツ指導のリスクマネジメント 2

スポーツマネジメント 2 スポーツマネジメント 2

英語でスポーツ科学 2 英語でスポーツ科学 2

スポーツ産業論 2 廃止 スポーツビジネス 2 新設

アスレチックトレーニング論 2 廃止 ストレングス&コンディショニング論 2 新設

スポーツとジェンダー 2 新設

アダプテッドスポーツ論 2 新設

武道論 2 新設

スポーツコーチング学 2 新設

ヘルスプロモーション論 2 新設

体力トレーニング論 2 廃止 体力科学 2 新設

トップアスリート論 2 新設

スポーツ統計学 2 廃止 スポーツデータサイエンス 2 新設

教科教育法（保健Ⅰ） 2 教科教育法（保健Ⅰ） 2

教科教育法（保健Ⅱ） 2 教科教育法（保健Ⅱ） 2

教科教育法（体育Ⅰ） 2 教科教育法（体育Ⅰ） 2

教科教育法（体育Ⅱ） 2 教科教育法（体育Ⅱ） 2

応用スポーツデータサイエンス 2 新設

スポーツ・健康科学特殊講義 2 廃止

生理学実験演習 2 廃止

体力科学演習 2 新設

スポーツ生理学演習 2 スポーツ生理学演習 2

スポーツバイオメカニクス演習 2 スポーツバイオメカニクス演習 2

スポーツ心理学演習 2 スポーツ心理学演習 2

スポーツ社会学演習 2 スポーツ社会学演習 2

スポーツ運動学演習 2 新設

ヘルスプロモーション演習 2 新設

ランニングサイエンス演習（有酸素系） 2 新設

ランニングサイエンス演習（スプリント） 2 新設

サッカーサイエンス演習 2 新設

アウトドアスキル演習 2 新設

スポーツパフォーマンス分析演習 2 スポーツパフォーマンス分析演習 2

ストレングス&コンディショニング演習 2 新設

アスレチックコンディショニング演習 2 廃止 リコンディショニング演習 2 新設

アスレチック・トリートメント演習 2 新設

スポーツボランティア演習 2 廃止 スポーツボランティア・インターンシップ演習 2 新設

水泳（発展） 1 廃止

コーチング水泳 2 コーチング水泳 2 統合

コーチング陸上競技（長距離） 2 コーチング陸上競技（長距離） 2

陸上競技（発展） 1 廃止

コーチング陸上競技（短距離） 2 コーチング陸上競技（短距離） 2 統合

器械運動（発展） 1 廃止

コーチング体操競技 2 コーチング体操競技 2 統合

テニス（発展） 1 廃止

コーチングテニス 2 コーチングテニス 2 統合

バドミントン（発展） 1 廃止 コーチングバドミントン 2 新設

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

2
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

ソフトボール（発展） 1 廃止

コーチングソフトボール・野球 2 コーチングソフトボール・野球 2 統合

ラグビー（発展） 1 廃止

コーチングラグビー 2 コーチングラグビー 2 統合

バレーボール（発展） 1 廃止

コーチングバレーボール 2 コーチングバレーボール 2 統合

ハンドボール（発展） 1 廃止

コーチングハンドボール 2 コーチングハンドボール 2 統合

サッカー（発展） 1 廃止

コーチングサッカー 2 コーチングサッカー 2 統合

バスケットボール（発展） 1 廃止

コーチングバスケットボール 2 コーチングバスケットボール 2 統合

剣道（発展） 1 廃止

コーチング剣道 2 コーチング剣道 2 統合

柔道（発展） 1 廃止

コーチング柔道 2 コーチング柔道 2 統合

ダンス（発展） 1 廃止

コーチングダンス 2 コーチングダンス 2 統合

野外活動演習サマー 1 野外活動演習サマー 2

野外活動演習ウィンター 1 野外活動演習ウィンター 2

ティーチング保健体育A 2 ティーチング保健体育A 2

ティーチング保健体育B 2 ティーチング保健体育B 2

スポーツフィールドワークI 2 新設

スポーツフィールドワークII 2 新設

スポーツフィールドワークIII 2 新設

スポーツフィールドワークIV 2 新設

ゼミナール 10 廃止 ゼミナール（3年用） 4 分割

ゼミナール（4年用） 6 分割

生化学Ａ 2 廃止 生化学 2 統合

生化学Ｂ 2 廃止

血液学 2 血液学 2

免疫学 2 免疫学 2

病理学 2 新設

栄養学（基礎と応用） 2 新設

化学 2 廃止 基礎化学A 2 新設

解剖生理学A 2 新設

分子生物学 2 分子生物学 2

病態学概論 2 新設

環境衛生学 2 環境衛生学 2

健康情報学Ａ 2

健康情報学Ｂ 2

メディカル英語 2

健康科学演習Ａ 2

健康科学演習Ｂ 2

保健医療福祉概論 2

臨床医学総論 2

総合体育A 1 総合体育A 1

総合体育B 1 総合体育B 1

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

全
学
共
通
科
目

A
系

B
系

C
系

B
系

C
系

課
題
科
目

D
系

D
系

A
系

課
題
科
目

全
学
共
通
科
目
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

運動プログラムの管理 - 運動プログラムの管理 2 統合

運動負荷試験 - 廃止

救急処置法 - 救急処置法 2

健康運動指導士実技実習 - 廃止 健康運動指導演習 2 新設

健康産業施設等現場実習 - 健康産業施設等現場実習 2

健康運動指導士総合演習 - 健康運動指導士総合演習 2

障がい者スポーツ演習 - パラスポーツ演習 2 統合

障がい者福祉論 - 廃止

ト
レ
ー

ナ
ー

系

資
格

ト
レ
ー

ナ
ー

系

資
格 スポーツトレーナー実践論 2 新設

教職実技演習 2 新設

体育授業指導法 2 新設

学校保健 2 旧専門科目 学校保健 2 資格科目へ変更

教
員
養
成

教
員
養
成

パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員

パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員

資
格
科
目

資
格
科
目

健
康
運
動
指
導
士

健
康
運
動
指
導
士
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ホーム 大学案内 活躍と未来への取り組み DAITO　VISION　2023

大学案内／About Daito

DAITO　VISION　2023

大学案内
About Daito

ごあいさつ

大東文化について

活躍と未来への取
り組み

DAITO　VISION　
2023

大東文化とビアト
リクス・ポター

エコキャンパス

パブリシティ

情報公開

コンプライアンス
等の取り組み

自己点検・評価/大
学FD活動

組織・付設校

青桐会・同窓会

寄附をお考えの方

大東文化大学は、1923年の創立以来、建学の精神に基づき、またその時代ごとの要
請に応じ、教育研究活動に取り組んで、社会とつながってきました。今、時代は大
きく変化し、大学をはじめとする学校にも変革が求められています。

そこで本学は、これからも永続的に発展していくために、2023年に迎える百周年へ
の連続性を視野に入れた計画を策定することを決め、将来基本計画「DAITO　
VISION　2023」を策定しました。この計画は本学の教育研究および経営の両面に
おける将来像を構想したものです。

DAITO　VISION　2023では、建学の精神「東西文化の融合」を基に、「アジアか
ら世界へ―多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」を百周年に向けた新たな
大学の理念に据えました。

大東文化大学は、この新理念の下、さまざまな文化的背景をもつ人々が相互理解を
深め新たな価値を不断に育む開かれた「場」となることを地域社会との協力のもと
で目指していくことを宣言します。

Ⅰ 建学の精神と理念

Ⅱ 大東文化大学の目的と社会的使命 ― どのような学生を育てるか

Ⅲ 創立百周年に向けた6つのヴィジョン

Ⅳ ヴィジョンを実現するための具体的施策

Ⅰ 建学の精神と理念

大東文化大学は、今年（2013年）創立90周年を迎えた。創立百周年に向けて大学
の歴史を検証しつつ、来るべき2023年の大学の将来像を明らかにしていく｡
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図書館 情報センター DBポータル manaba アクセス バスダイヤ 資料請求 出 願 検索

大学案内 入試情報 学部・大学院 教育・研究 学生生活 国際交流 キャリア・就職支援
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本学は、当時の帝国議会において決議された建議によって1923年に設立された。建
学にあたっては、「漢学（特に儒教）を中心として東洋の文化を教授・研究するこ
とを通じて、その振興を図ると共に、儒教に基づく道義の確立を期し、更に東洋の
文化を基盤として西洋の文化を摂取吸収し、東西文化を融合して新しい文化の創造
を目ざす」（1985年『大東文化大学の建学の精神』学園長期教育研究計画策定委員
会報告書）ことが掲げられた。

建学の精神は、社会の進展と時代の変化の中で検証されてきた。『中期経営計画
「CROSSING」（2009-2023）』(2008年理事会)では、「東西文化の融合」という
建学の精神は、「多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」と読み替えられ
た。これは、1990年代に始まり、21世紀に入って加速するグローバリゼーション
の現実と課題に対応する新しい理念として打ち出されたものである。

しかし、「東洋の文化」の研究から出発した本学の歴史においては、アジアに軸足
を置いた研究と教育に最も蓄積がある。さらに現在は、欧米を含む世界に広げ、国
際的な視野に立った研究と教育を特色としている。そのことから、「アジアから世
界へ―多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」を大学の理念として掲げる。

Ⅱ 大東文化大学の目的と社会的使命 ― どのよう
な学生を育てるか

グローバリゼーションの急速な進展によって世界は相互に関連するひとつのシステ
ムとなり、その影響はあらゆる国、地域の人々の生活に及んでいる。他方、文明・
文化の衝突、環境、貧困と福祉問題などが人類的な課題として浮上している。大学
は、「学術の中心」（学校教育法第83条）として、基礎的研究と教育を通じて、社
会が要請する新しい課題の解決に貢献することが求められている。

本学は、アジアを中心として国際的な文化研究と異文化交流を行ってきた歴史があ
り、学術・教育の創造を通じて文化を世界に発信し、国際的に貢献していくことが
できる強みを持っている。

わが国の大学政策も「グローバル人材の育成」を掲げ、大学自体が「国際標準」化
することを求めている。他方、COC (Center Of Community)構想に見るように、大
学が地域再生の中核としての役割を果たすことを求めている。グローバリゼーショ
ンが進むなかで、それと関わりながら、地域が経済的に自立し、独自の地域文化を
発展させることが必要になっている。またそこで生き働く人間は、「地域・日本・
世界を貫く教養」が必要になる。その点での大学の役割が求められているのであ
る。

本学は、学則第１条において、「建学の精神に基づき、学問の理論と応用を教授・
研究して真理と正義を愛する自主的精神に充ちた良識ある人材を育成し、文化の発
展と人類の福祉に貢献することを目的とする」と謳っている。これは、戦後教育法
と新制大学の理念を踏まえた教育の目的である。

本学が教育の目的とする能力と人格（大東学士力）は、以下のようなものである。
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1. 地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感力、コミュニケ
ーション能力を持ち、諸問題の解決に貢献できる。

2. 豊かな人間的教養と高度な専門的知識・技術を持ち、現代社会の諸問題に
チャレンジできる。

3. 修得した専門的知識と技能を使って、社会の中核・中堅として、その発展
に貢献する意欲と能力を持っている。

4. 自分の意見を持ち、それを適切に表現し、他者と協力・共同する能力を持
っている。

5. 大東人として、また人間としての誇りと自信、社会の担い手としての強い
使命感・モラルを持ち、行動できる。

Ⅲ 創立百周年に向けた6つのヴィジョン

大東文化大学は創立百周年に向けた施策を6つのヴィジョンとして示し、大学の理
念「アジアから世界へ―多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」を実現しま
す。

Ⅳ ヴィジョンを実現するための具体的施策

1 主体的な学びにより、大東学士力※を育てる「教育の大
東」を実現する

2 自主・参加・共同による学生生活を支援する

3 「開かれた知の共同体」をつくり、大東文化らしい高度な
研究を創造する

4 国際的な学術・教育のネットワークの拠点となり、世界に
向けて発信する

5 「学術の中心」として地域と連携・共同し、社会の発展に
貢献する

6 人権と自由を尊重し、公正な大学運営を行い、社会に信頼
される組織となる
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大東文化大学　東京板橋キャンパス 〒175-8571　東京都板橋区高島平1-9-1
大東文化大学　埼玉東松山キャンパス 〒355-8501　埼玉県東松山市岩殿560

お問い合わせ サイトポリシー プライバシーポリシー ソーシャルコンピューティングガイドライン

教員公募 職員公募 教員情報検索 大東文化大学機関リポジトリ コンプライアンスの取り組み

大学案内
ごあいさつ
大東文化について

活躍と未来への取
り組み
情報公開

コンプライアンス
等の取り組み

自己点検・評価/大
学FD活動
組織・付設校

青桐会・同窓会
寄附をお考えの方

入試情報
入試トピックス
受験生サイトCR
OSSING

大学院入試
外国人留学生特
別選抜試験
社会人特別選抜
試験

編入学試験
科目等履修生

研究生制度
教職特別課程

障がいのある方
へ

学部・大学院
文学部
経済学部

外国語学部

法学部
国際関係学部

経営学部
スポーツ・健康科学
部

社会学部
全学教育

教職課程・免許取得
大学院

教育・研究
図書館
研究所案内

研究推進

地域連携
リカレント教育

学生生活
学生支援センター
のご案内

学年暦（総合カレ
ンダー）
授業・試験につい
て
生活面サポート

施設の利用

困った時/ヘルプ
が欲しい時

障がい学生支援
証明書の発行

学費・奨学金制度

課外活動(クラ
ブ・サークル)

コンテスト一覧
スクールバス時刻
表

災害時の対応につ
いて

学生調査
お問い合わせ

国際交流
国際交流センターか
らのお知らせ

国際交流センターの
ご案内
留学・研修制度

海外留学希望者への
支援

入試情報

外国人留学生への支
援

語学検定試験受験料
助成制度

協定校

海外拠点
海外同窓会

海外教員派遣
各種留学データ

国際交流センター開
講科目

キャリア・就職支
援

キャリアセンターか
らのお知らせ

キャリアセンターの
ご案内

就職支援

就職実績
就職行事カレンダー

ダブルスクール講座
教員・公務員をめざ
す方へ

卒業生の声
内定者の声

求人のお願い
卒業生の方へのサポ
ート

教職課程センター

1 主体的な学びにより、大東学士力を育てる「教育の大東」
を実現する

2 自主・参加・共同による学生生活を支援する

3 「開かれた知の共同体」をつくり、大東文化らしい高度な
研究を創造する

4 国際的な学術・教育のネットワークの拠点となり、世界に
向けて発信する

5 「学術の中心」として地域と連携・共同し、社会の発展に
貢献する

6 人権と自由を尊重し、公正な大学運営を行い、社会に信頼
される組織となる

前の画面に戻る
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)
1 英語Ａ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
2 英語Ｂ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
3 コミュニケーション英語Ａ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
4 コミュニケーション英語Ｂ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
5 情報科学（スポーツ科学科用） 半期 講義 〇 〇 〇
6 スポーツ科学概論 半期 講義 〇
7 解剖学 半期 講義 〇
8 生理学 半期 講義 〇
9 スポーツ運動学 半期 講義 〇

10 スポーツバイオメカニクス 半期 講義 〇
11 スポーツ測定法 半期 講義 〇
12 スポーツ栄養学 半期 講義 〇
13 スポーツ心理学 半期 講義 〇
14 発育発達論 半期 講義 〇
15 体育・スポーツ史 半期 講義 〇
16 スポーツ社会学 半期 講義 〇
17 スポーツ法学 半期 講義 〇
18 レクリエーション概論 半期 講義 〇
19 学校保健 半期 講義 〇
20 スポーツ医学 半期 講義 〇
21 スポーツ外傷・障害学 半期 講義 〇
22 スポーツ経営学 半期 講義 〇
23 野外活動論 半期 講義 〇
24 生涯スポーツ論 半期 講義 〇
25 スポーツ政策論 半期 講義 〇
26 スポーツ指導のリスクマネジメント 半期 講義 〇
27 フレッシュマンセミナーＡ 半期 演習 〇 〇 〇 〇
28 フレッシュマンセミナーＢ 半期 演習 〇 〇 〇 〇
29 スポーツキャリアセミナーＡ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
30 スポーツキャリアセミナーＢ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
31 応用情報科学 半期 演習 〇 〇 〇
32 スポーツ原理 半期 講義 〇
33 安全教育及び救急法 半期 講義 〇 〇
34 体力トレーニング論 半期 講義 〇
35 衛生学・公衆衛生学 半期 講義 〇

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

資料１９
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

36 マリン 半期 実習 〇 〇 〇
37 ゴルフ 半期 実習 〇 〇 〇
38 キャンプ 半期 実習 〇 〇 〇
39 カヌー 半期 実習 〇 〇 〇
40 スキー 半期 実習 〇 〇 〇
41 スケート 半期 実習 〇 〇 〇
42 野外活動演習 サマー 半期 演習 〇 〇 〇
43 野外活動演習 ウィンター 半期 演習 〇 〇 〇
44 スポーツ基礎教養 半期 演習 〇 〇 〇 〇
45 スポーツコーチング論 半期 講義 〇
46 水泳（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
47 水泳（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
48 陸上競技（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
49 陸上競技（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
50 器械運動（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
51 器械運動（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
52 健康科学概論 半期 講義 〇
53 スポーツ生理学 半期 講義 〇
54 トレーニング生理学 半期 講義 〇
55 アスレチックコンディショニング論 半期 講義 〇
56 アスレチックトレーニング論 半期 講義 〇
57 スポーツ統計学 半期 講義 〇 〇
58 スポーツ産業論 半期 講義 〇
59 スポーツマネジメント 半期 講義 〇
60 スポーツ文化論 半期 講義 〇
61 テニス（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
62 テニス（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
63 ソフトボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
64 ソフトボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
65 ラグビー（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
66 ラグビー（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
67 バレーボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
68 バレーボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
69 ハンドボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
70 ハンドボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

71 サッカー（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
72 サッカー（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
73 バスケットボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
74 バスケットボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
75 バドミントン（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
76 バドミントン（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
77 剣道（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
78 剣道（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
79 柔道（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
80 柔道（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
81 ダンス（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
82 ダンス（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
83 コーチング水泳 半期 演習 〇 〇 〇 〇
84 コーチング陸上競技（⻑距離） 半期 演習 〇 〇 〇 〇
85 コーチング陸上競技（短距離） 半期 演習 〇 〇 〇 〇
86 コーチング体操競技 半期 演習 〇 〇 〇 〇
87 コーチングテニス 半期 演習 〇 〇 〇 〇
88 コーチングソフトボール・野球 半期 演習 〇 〇 〇 〇
89 コーチングラグビー 半期 演習 〇 〇 〇 〇
90 コーチングバレーボール 半期 演習 〇 〇 〇 〇
91 コーチングハンドボール 半期 演習 〇 〇 〇 〇
92 コーチングサッカー 半期 演習 〇 〇 〇 〇
93 コーチングバスケットボール 半期 演習 〇 〇 〇 〇
94 コーチング剣道 半期 演習 〇 〇 〇 〇
95 コーチング柔道 半期 演習 〇 〇 〇 〇
96 コーチングダンス 半期 演習 〇 〇 〇 〇
97 ティーチング保健体育Ａ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
98 ティーチング保健体育Ｂ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
99 アスレチックコンディショニング演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇

100 スポーツパフォーマンス分析演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
101 生理学実験演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
102 スポーツ生理学演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
103 スポーツバイオメカニクス演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
104 スポーツ心理学演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
105 スポーツ社会学演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

106 スポーツボランティア演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
107 ゼミナール（３年用） 連年 演習 〇 〇 〇
108 ゼミナール（４年用） 連年 演習 〇 〇 〇
109 英語でスポーツ科学 半期 演習 〇 〇 〇
110 教科教育法（保健Ⅰ） 半期 実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
111 教科教育法（保健Ⅱ） 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
112 教科教育法（体育Ⅰ） 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
113 教科教育法（体育Ⅱ） 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
114 スポーツ・健康科学特殊講義 半期 講義 〇
115 健康産業施設等現場実習 半期 実習 〇 〇 〇 〇 〇
116 運動プログラムの管理 半期 講義 〇 〇 〇 〇
117 運動負荷試験 半期 演習 〇 〇 〇
118 健康運動指導士実技実習（トレーニング・エアロビクス） 半期 実習 〇 〇 〇 〇
119 健康運動指導士総合演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇
120 障がい者スポーツ演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
121 障がい者福祉論 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
122 化学 半期 講義 〇
123 生化学Ａ 半期 講義 〇
124 生化学Ｂ 半期 講義 〇
125 血液学 半期 講義 〇
126 免疫学 半期 講義 〇
127 環境衛生学 半期 講義 〇
128 分子生物学 半期 講義 〇
129 健康情報学Ａ（医療情報学） 半期 講義 〇 〇 〇
130 健康情報学Ｂ（医療統計学） 半期 講義 〇 〇 〇
131 メディカル英語 半期 講義 〇 〇 〇 〇
132 健康科学演習Ａ 半期 講義 〇
133 健康科学演習Ｂ 半期 講義 〇
134 保健医療福祉概論 半期 講義 〇
135 臨床医学総論 半期 講義 〇
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1前 1 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

1前 2 ○ 2 3 共同

1後 2 ○ 2 3 共同

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 2 2 共同

2前 2 ○ 4 1 1 共同

2後 2 ○ 4 1 1 共同

2前 1 ○ 兼3

2後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

－ 16 10 0 8 6 1 0 0 兼11 －

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 3 4 オムニバス

1前・後 2 ○ 2

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 1 兼1

1前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 兼1

2前・後 1 ○ 2

2前・後 1 ○ 2

2後 1 ○ 1 兼1

2前 1 ○ 1 兼1

2前・後 1 ○ 1 1

2前・後 1 ○ 1 兼1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 兼1

2前・後 1 ○ 兼2

2前・後 1 ○ 1 兼2

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
教
育
科
目

英語A

英語B

フレッシュマンセミナーA

フレッシュマンセミナーB

スポーツ情報科学A

スポーツ情報科学B

スポーツ基礎教養

スポーツキャリアセミナーＡ

コリア語B

フランス語A

フランス語B

ドイツ語A

ドイツ語B

小計（19科目）

スポーツキャリアセミナーB

コミュニケーション英語A

コミュニケーション英語B

中国語A

中国語B

コリア語A

スポーツ実技B（バスケットボール）

スポーツ実技B（バレーボール）

スポーツ実技B（サッカー)

スポーツ実技B（ラグビー)

スポーツ実技B（ハンドボール）

スポーツ実技B（ソフトボール)

－

専
門
教
育
科
目

スポーツ科学概論

解剖学

生理学

スポーツコーチング概論

ストレングス&コンディショニングベーシック

スポーツ実技A（水泳）

スポーツ実技A（陸上競技）

スポーツ実技A（器械運動）

キャンプ

カヌー

ゴルフ

スキー

スケート

スポーツ原理

スポーツ実技B（バドミントン）

スポーツ実技B（テニス）

スポーツ実技C（剣道）

スポーツ実技C（柔道）

スポーツ実技C（ダンス)

マリン

健康科学概論

レクリエーション概論

スポーツ測定法

生涯スポーツ論

健康と経済

体育・スポーツ史

スポーツ心理学

スポーツバイオメカニクス

スポーツ生理学

トレーニング生理学

スポーツ社会学
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 2 共同

2前・後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

2前 2 ○ 2

2後 2 ○ 2

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼1

専
門
教
育
科
目

スポーツ運動学

スポーツ法学

スポーツ外傷・障害学

リコンディショニング論

スポーツ医学

スポーツ栄養学

安全教育及び救急法

スポーツ経営学

衛生学・公衆衛生学

発育発達論

英語でスポーツ科学

スポーツビジネス

ストレングス&コンディショニング論

スポーツとジェンダー

アダプテッドスポーツ論

武道論

野外活動論

予防医学概論

スポーツ文化論

スポーツ政策論

スポーツ指導のリスクマネジメント

スポーツマネジメント

教科教育法（保健Ⅱ）

教科教育法（体育Ⅰ）

教科教育法（体育Ⅱ）

応用スポーツデータサイエンス

体力科学演習

スポーツ生理学演習

スポーツコーチング学

ヘルスプロモーション論

体力科学

トップアスリート論

スポーツデータサイエンス

教科教育法（保健Ⅰ）

ランニングサイエンス演習（スプリント）

サッカーサイエンス演習

アウトドアスキル演習

スポーツパフォーマンス分析演習

ストレングス&コンディショニング演習

リコンディショニング演習

スポーツバイオメカニクス演習

スポーツ心理学演習

スポーツ社会学演習

スポーツ運動学演習

ヘルスプロモーション演習

ランニングサイエンス演習（有酸素系）

コーチングテニス

コーチングバドミントン

コーチングソフトボール・野球

コーチングラグビー

コーチングバレーボール

コーチングハンドボール

アスレチック・トリートメント演習

スポーツボランティア・インターンシップ演習

コーチング水泳

コーチング陸上競技（長距離）

コーチング陸上競技（短距離）

コーチング体操競技
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 3 兼1 共同

3後 2 ○ 3 兼1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3通 4 ○ 11 9 2 兼1

4通 6 ○ 11 9 2 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

2 2 ○ 兼1

2 2 ○ 兼1

2 2 ○ 兼1

－ 8 224 0 12 9 2 0 0 兼24 －

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

スポーツフィールドワークI

スポーツフィールドワークII

スポーツフィールドワークIII

スポーツフィールドワークIV

ゼミナール（3年用）

ゼミナール（4年用）

専
門
教
育
科
目

コーチングサッカー

コーチングバスケットボール

コーチング剣道

コーチング柔道

コーチングダンス

野外活動演習サマー

野外活動演習ウィンター

ティーチング保健体育A

ティーチング保健体育B

解剖生理学A

分子生物学

病態学概論

環境衛生学

小計（120科目） －

生化学

血液学

免疫学

病理学

栄養学（基礎と応用）

基礎化学A

考古学Ｂ

文化史Ａ

文化史Ｂ

芸術学Ａ

芸術学Ｂ

地理学Ａ

倫理学Ｂ

宗教学Ａ

宗教学Ｂ

歴史学Ａ

歴史学Ｂ

考古学Ａ

地理学Ｂ

言語学Ａ

言語学Ｂ

全
学
共
通
科
目

１
．
基
本
科
目

Ａ
系
　
人
間
と
文
化
（

人
文
系
）

哲学Ａ

哲学Ｂ

文学Ａ

文学Ｂ

論理学Ａ

論理学Ｂ

倫理学Ａ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 7 7 1 兼1

1前・後 1 ○ 7 7 1 兼1

1・2前・後 1 ○ 兼2

1・2前・後 1 ○ 兼2

全
学
共
通
科
目

１
．
基
本
科
目

Ｂ
系
　
社
会
と
生
活
（

社
会
系
）

法学Ａ

法学Ｂ

社会学Ａ

社会学Ｂ

教育学Ａ

教育学Ｂ

民俗学Ａ

民俗学Ｂ

文化人類学Ａ

文化人類学Ｂ

政治学Ａ

政治学Ｂ

経済学Ａ

経済学Ｂ

心理学Ａ

心理学Ｂ

現代科学Ｂ

情報科学Ａ

情報科学Ｂ

自然科学Ａ

自然科学Ｂ

Ｄ
系

健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

（

保
健
体
育
系
）

総合体育Ａ

総合体育Ｂ

Ｃ
系
　
自
然
と
環
境
（

自
然
系
）

数学Ａ

数学Ｂ

地学Ａ

地学Ｂ

生物学Ａ

生物学Ｂ

生態学Ａ

生態学Ｂ

現代科学Ａ

E
系

知
識
創
造
と
実
践

（

総
合
系
）

データサイエンスＡ

データサイエンスＢ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 〇 兼1

－ 2 144 0 7 7 1 0 0 兼52 －

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 兼2

1・2後 1 ○ 兼2

1・2前 1 ○ 兼2

1・2後 1 ○ 兼2

1・2前 1 ○ 兼2

1・2後 1 ○ 兼2

－ 0 22 0 0 0 0 0 0 兼8 －

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 2 オムニバス

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

－ 0 0 20 3 4 1 0 0 兼1 －

全
学
共
通
科
目

２
．
課
題
（

テ
ー

マ
）

科
目

第
１
群

地域・国家・民族の考察Ａ

地域・国家・民族の考察Ｂ
第
２
群

女性・子ども・老人への視点Ａ

第
５
群

異文化・世界にふれるＡ

異文化・世界にふれるＢ
第
６
群

自己・人間をみつめるＡ

自己・人間をみつめるＢ

女性・子ども・老人への視点Ｂ
第
３
群

人権・民主主義・平和を考えるＡ

人権・民主主義・平和を考えるＢ
第
４
群

現代社会の諸問題Ａ

現代社会の諸問題Ｂ

第
９
群

全学共通特殊講義Ａ

全学共通特殊講義Ｂ

発
展

科
目

日本国憲法

小計（75科目）

第
７
群

キャリアデザインＡ

キャリアデザインＢ
第
８
群

インターンシップＡ

インターンシップＢ

－

外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
日
本
語
科
目
等

内
容
コ
ー

ス

日本の政治・経済・社会Ａ

日本の政治・経済・社会Ｂ

日本の文化・芸術Ａ

日本の文化・芸術Ｂ

日本の歴史Ａ

日本の歴史Ｂ

現代日本の諸相Ａ

－

資
格
科
目

健
康
運
動

指
導
士
に

関
す
る
科
目

運動プログラムの管理

救急処置法

健康運動指導演習

健康産業施設等現場実習

健康運動指導士総合演習

現代日本の諸相Ｂ

言
語
コ
ー

ス

（

発
展
）

理解とコミュニケーションＡ

理解とコミュニケーションＢ

資料・文献読解Ａ

資料・文献読解Ｂ

日本語文章表現Ａ

日本語文章表現Ｂ

パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ

指
導
員
に

関
す
る
科
目

パラスポーツ演習

ト
レ
ー

ナ
ー

系

資
格
に

関
す
る
科
目

スポーツトレーナー実践論

教
員
養
成
に

関
す
る
科
目

教職実技演習

体育授業指導法

学校保健

小計（14科目）

小計（10科目） －
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Basic Skills(Reading,List

　ening,Writing,Speaking)

Reading and WritingⅠ 1前・後 1 ○ 兼1

Reading and WritingⅡ 1前・後 1 ○ 兼1

Communication and DiscussionⅠ 1前・後 1 ○ 兼1

Communication and DiscussionⅡ 1前・後 1 ○ 兼1

Academic Writing 1前・後 1 ○ 兼1

Discussion and Presentation 1前・後 1 ○ 兼1

グローバルスタディ1 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ2 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ3 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ4 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ5 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ6 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ7 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ8 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 23 0 0 0 0 0 0 兼6 －

－ 26 423 20 12 9 2 0 0 兼96

留
学
（

英
語
）

副
専
攻
科
目

語
学
系
科
目

初
級

1前・後 1 兼1

中
級
（

必
修
）

○

合計（253科目） －

学位又は称号 学士（スポーツ科学） 学位又は学科の分野 体育学

上
級

教
養
系
科
目

小計（15科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　『基礎教育科目』のうち18単位以上（必修科目16単位、選択科目2単位）、
『専門教育科目』のうち74単位以上（必修科目8単位、選択科目66単位以
上）、『全学共通科目』のうち10単位以上（必修科目2単位、選択科目8単位以
上）の合計124単位以上を修得すること。
　外国人留学生は、外国人留学生に関する日本語科目のうち、内容コース及び
言語コース（発展）の中から12単位までを選択科目の単位とすることができ
る。
（履修科目の登録の上限：1～3年次〔44単位〕、4年次〔49単位〕）

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　　　に授与する学位を併記すること。
　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。
　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
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学生の確保の見通し等を記載した書類 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

  学校法人大東文化学園は、「東西文化の融合をはかり、新たな文化の創造をめざす」という建

学の精神のもと、大東文化大学、大東文化大学第一高等学校、大東文化大学附属青桐幼稚園の

3 つの学校を設置している。学園の中核をなす大東文化大学は、1923 年（大正 12 年）当時の国

会にあたる帝国議会の決議によって創設された大東文化協会が設置する大東文化学院を前身と

し、中国学、日本文学、書道などの分野で比類ない伝統と歴史を誇ってきた。今日では人文・

社会科学全領域だけでなく体育・保健衛生系の領域までもカバーする、8 学部 20 学科を擁する

総合大学へと発展し続けている。また、本学は 2014 年、本学の教育研究および経営の両面にお

ける将来像を構想した基本計画「DAITO VISION 2023」を策定した。この中で、建学の精神

「東西文化の融合」をもとに、「アジアから世界へʷ多文化共生を目指す新しい価値の不断の創

造」を新たな大学の理念として据えている。さらに、2022 年 2 月には創立 110 周年となる 2033

年を目標年とした新たな中⾧期計画「DAITO VISION 2033」を策定した（資料１）。 

「DAITO VISION 2033」では、今後本学が 10～20 年間に直面すると思われる総合的な課題

として、以下の 5 つを指摘している。 

(1) 学士課程における学生募集面の課題への対処 

（2）オンライン技術の活用とデジタル変革(DX)への対応 

（3）大学院、研究所の改革 

（4）キャンパス問題の検討 

（5）財政基盤の確保 

スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の入学定員を 125 名から 165 名へと 40 名の増員を行

い、収容定員として 160 名の増員を行う本計画は、上記課題の(1)と（4）の解決に、貢献でき

るものと考える。 

「(1)学士課程における学生募集面の課題への対処」では、以下のような課題を提示している。

2010 年代前半、新就職氷河期（2009～13 年）による理系人気の高まり、東日本大震災（2011 

年）を契機とした外国人留学生の減少、尖閣問題（2010～12 年）を発端とした対中関係の悪化

などを背景として、本学の入試状況は厳しい局面を迎えた。その後、大規模私大に対する定員

管理厳格化（2016～18 年度）の影響で首都圏有力私大の入試が難化し、併願需要の増加など正

の波及効果によって大東文化大学を含む中堅私大の入試状況も好転することとなった。本学で

も 2010 年代前半のような定員割れは解消し、2015 年度に 2.12 だった入試倍率も、2018 年度

の 4.06 倍へと上昇した。 

ただし、有力私大の定員管理厳格化が中堅私大の受験者数に及ぼす波及効果の規模は限られ

ており、少子化による大学進学者減によって、いつかは相殺されることが予想される。本学の

入試倍率も、2018 年度の 4.06 倍をピークに 2019 年度 3.79、2020 年度 2.63、2021 年度 2.26
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と徐々に下降しており、学科レベルでは、2018 年度には 20 学科全てで入試倍率が 2 倍を超え

ていたのが、2021 年度には 8 学科で入試倍率が 2 倍を割り込んでいる。 

一般的に定員割れが複数年続き、いったん「全入」の評判が生じると、修復が非常に困難に

なるケースが多い。手遅れになる前に、各学科で受験生・高校への情宣強化、カリキュラムの

検討・更新、進路（就職）指導の拡充などを進めることが重要であると学生確保に関する課題

について分析している。 

一方で、スポーツ科学科の状況をみると、直近 5 年間の志願者数は、延べ人数で 900 名～ 

1,600 名、実人数で 500 名～900 名となっている（資料 2）。志願者数（延べ人数・実人数）を

入学定員で除して算出する志願倍率をみると、5 年間の平均志願倍率は、延べ人数で 9.96 倍、

実人数でも 5.74 倍、直近の 2022 年度の志願倍率は、延べ人数で 7.22 倍、実人数で 4.07 倍で

あり、十分に入試が機能している状況である。しかしながら、入学定員 125 名に対して、志願

者の 4 人に 1 人しか入学できていない状況で、現在高校生のニーズに応えられていないことは

課題である。そのため、スポーツ科学科の入学定員を増やすことで、高校生へのニーズに応え

つつ、大学全体の課題である学生確保に貢献することができると考えた。 

次に、上記(1)の課題に関連して「（4）キャンパス問題の検討」では、東京 23 区内にある板

橋キャンパスにおける収容定員増への規制についても述べられている。前提として、本学は東

京都の板橋キャンパスと埼玉県の東松山キャンパスの 2 つのキャンパスを備えている。スポー

ツ科学科が所属するスポーツ・健康科学部と国際関係学部は入学から卒業まで東松山キャンパ

スのみを利用するが、他の 6 学部の学生は、3・4 年次は板橋キャンパスを利用している。(1)で

学生確保に関する課題が指摘されていたが、東京 23 区内にある板橋キャンパスにおける収容定

員増は、少なくとも 2018～27 年度の 10 年間は法律(23 区規制)により認可されず、現在の板

橋キャンパス（収容定員 4,600 名）を利用するスポーツ・健康科学部、国際関係学部以外の 6

学部で、今以上の学生数を受け入れることは認められていない状況にある。 

 一方、埼玉県にある東松山キャンパスには、収容定員増への規制はなく、且つ東松山キャン

パスの施設・設備(校地・運動場、校舎等施設、図書等の資料及び図書館)は、既に十分に整備さ

れており、収容定員を 160 名増やしても、余裕のある環境で教育運営を図ることが可能である。 

本学としては、大学設置基準の改正や 23 区規制の解除、学生募集環境などの外的動向と、学

内における学部学科再編の検討状況を見極めつつ、板橋と東松山の両キャンパスの定員最適化

と有効活用の観点から、予断を持たず検討を続けていく必要があると分析している。 

これら本学が抱える課題を解決するにあたり、埼玉県の東松山キャンパスのみを利用するス

ポーツ科学科の収容定員を増加する本計画は、これら本学が抱える課題の解決に貢献できるも

のと考える。 
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イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

我が国におけるスポーツ振興を図る基本計画として、2012 年に「スポーツ基本計画」が策定

された。その後、人口減少・高齢化の進行、地域間格差の広がり、急速な技術革新、持続可能な

社会や共生社会への移行等の社会状況の変化ならびに 2020 オリンピック・パラリンピック東

京大会の開催を受けて 2022 年 3 月に策定された「第 3 期スポーツ基本計画」（資料 3）では、

スポーツの価値を高めるための新たな視点として下記の 3 点が挙げられている。 

・スポーツを「つくる/はぐくむ」 

・スポーツで「あつまり、ともに、つながる」 

・スポーツに「誰もがアクセスできる」 

さらに、これらの視点に基づき、「感動していただけるスポーツ界」の実現へ向けて、今後 5

年間に取り組むべき 12 の施策目標が掲げられているが、中でも施策⑩「スポーツ推進のための

ハード、ソフト、人材育成」の実現に対して、スポーツ科学部・学科を有する大学が果たすべ

き役割の重要性が社会的に高まっている。 

子どもたちを取り巻くスポーツ環境に目を向けると、特に中学校における教師の負担軽減を

図る施策として、2019 年に文部科学省からの諮問を受けた中央教育審議会によって「新しい時

代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関

する総合的な方策について（答申）」取りまとめられた。それを受けた文部科学省から「学校の

働き方改革を踏まえた部活動改革について」という方針が示され（資料 4）、2022 年 12 月に

は、スポーツ庁・文化庁から「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合

的なガイドライン」が出され、従来の「学校部活動」から「地域クラブ活動」への転換方針が示

されている（資料 5）。 

また、2022 年 12 月に公表された「令和 4 年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

（概要）について」によると、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、体力合計点や実技 

テスト数値の低下がみられる。 

こうした社会動向を踏まえると、中学高校保健体育教員の養成はもとより、地域における児

童・生徒のスポーツ活動を支える「地域スポーツ指導者」の養成が今後より重要となることは

明らかである。 

一方、我が国における高齢化には歯止めがかからない状況で、このような中、国民の健康増

進を図り、健康寿命の延⾧を目指す行動指針として、厚生労働省は「21 世紀における国民健康

づくり運動<健康日本 21>」を掲げている（資料 6）。この中では、栄養や食生活、喫煙や飲酒

などの生活習慣とともに、健康の維持・増進に対する身体活動・運動の重要性が指摘されてい

る。すなわち、国民の健康増進を実現し、我が国を「より健康で、より豊かな国」へと発展させ

るためには、年代はもとより性別や国籍、障がいの有無といった人々の「多様性」を受け入れ、

理解し、ひとりひとりの個性や環境に適した「カスタムメイド型の運動・スポーツ指導」を実

践できる幅広い人材養成がより重要となることが予想される。 

また、上記の動向を背景に、所在地である埼玉県東松山市および近隣の同鳩山町からは、地
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域のスポーツ振興を一層推進するために、本学部のスポーツ科学科の収容定員の増加に期待す

る要望を受けている（資料 7、資料 8）。また、公益財団法人日本スポーツクラブ協会からは、

今後の地域のスポーツ振興における人材需要に対応するため、本学部のスポーツ科学科の収容

定員の増加に期待する要望を受けている（資料 9）。このような地域や関係業界からの要望は、

学科の収容定員を増加する本計画が、社会的および地域的な人材需要の動向等を踏まえたもの

であることを示している。 

 

ウ 定員増等の趣旨目的、教育内容、定員設定等 

A.アやイで分析した課題に対して定員増等が果たす貢献 

  本学科は、教育研究上の目的として、「スポーツ科学に関する学識を修め、人間性豊かなス 

ポーツ指導と健康づくりの能力を有する人材の養成」を掲げている。今回収容定員を増加し、 

併せて教育課程（カリキュラム）を改編・充実することにより、この教育研究目標を踏襲した 

上で、質の高い保健体育教員、幅広い年代に対応できる地域スポーツ指導者、理論と実践能力 

を兼ね備えたトレーナーなど、「スポーツをとりまく現代社会の諸問題解決に貢献できるより多 

様な人材を養成すること」により、本学の現状や中⾧期計画「DAITO VISION 2033」に示され 

た課題や、スポーツ・体育・健康に関する地域や社会の課題に対して、より積極的に貢献しよ 

うとするものである。           

 

B.定員設定の理由 

スポーツ科学科では、入学定員を 40 名増やし 165 名とすることを計画している。この規模 

は、本学部・学科と類似し、本学を設置する埼玉県東松山市との地理的に競合が予想される近

隣 4 都県（埼玉、東京、千葉、神奈川）に設置され、さらに偏差値等を総合的に鑑み、本学と

競合すると判断した大学（10 大学 16 学科：資料 10）と比較すると、入学定員が最も多いのは

日本体育大学体育学科 800 名、次いで順天堂大学スポーツ健康科学科の 600 名であり、その他

200 名前後の学科が続いている。160 名以下の学科は 3 大学 3 学科のみであり、本学科が新し

く設定する 165 名の入学定員は、競合校と比較しても小規模であるといえる。この点は、本学

科の特色である「少人数制によるきめの細かい教育」という点での強みであり、入学定員を増

やした後も他大学と比較して小さい入学定員であることを活かし、少人数教育を継続していく。 

なお、今回の定員増に関する規模を 40 名とした背景には、本学科の教育課程（カリキュラム） 

改編、施設、及び志願者数が挙げられる。 

カリキュラムの改編については、本学科が 2005 年 4 月に開設されて今年度（2022）で 18 年 

目を迎え、学科のカリキュラムについては定期的に改編を進めてきた。現行カリキュラムは第

3 期にあたり、2017 年度にスタートしてから今年度で 6 年目となり、現在は現行カリキュラム

において手薄であったヘルスプロモーション、トレーナー、及び教職関連分野の授業を充実さ

せる体制が整っている状況である。さらに、今回計画している教育課程（カリキュラム）改編

及び収容定員の増加にあたり専任教員を１名純増する計画も含まれており、もともと大学設置
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基準より手厚い教員配置を行っているなか、教育の質を落とさずに教育研究ができる人数とし

て、定員 40 名の増を考えた。 

施設については、上記で示した教育課程（カリキュラム）改編を行ったうえで、本学東松山

キャンパスの施設・設備(校地・運動場、校舎等施設)の面からみても定員を 40 名、そして収容

定員を 160 名増やしても、教育運営を図ることには可能な範囲である。 

志願者数については、スポーツ科学科の直近 5 年間の志願者数・受験者数の状況をみると、

実人数では、志願者数で 509 名～935 名、受験者数で 503 名～926 名とほぼ同数であった。延

べ人数では、志願者数で 903 名～1,619 名、受験者数で 874 名～1,580 名であった（資料 17）。

志願者数（延べ人数・実人数）を入学定員で除して算出する志願倍率をみると、5 年間の平均志

願倍率は、延べ人数で 9.96 倍、実人数でも 5.74 倍、直近の 2022 年度の志願倍率は、延べ人数

で 7.22 倍、実人数で 4.07 倍であり、入学定員 125 名に対して、志願者の 4 人に 1 人しか入学

できていない状況である。このことから、学科の定員を 40 名増やすことによって、現在は 4 倍

程度であるところが 3 倍程度にはなるが、教育課程（カリキュラム）改編による教育内容の充

実を PR することで志願者の維持・増加を図り、併せて実施していなかった指定校推薦も今後

計画をしていることから、入試としても十分機能していくと考えており、本学科における定員

40 名増の 165 名定員、収容定員を 160 名という規模は、妥当であると考える。   

 

C.今、定員増等をしなければならない理由 

  先にも述べた通り、現在、志願者の 4 人に 1 人しか入学できていない状況であり、高校生の 

ニーズに応えられていないことがあげられる。また、「イ 地域・社会的動向等の現状把握・分

析」で述べた通り、国が 2022 年 3 月に策定した「第 3 期スポーツ基本計画」では、今後 5 年

間に取り組むべき 12 の施策目標が掲げられており、特に施策⑩「スポーツ推進のためのハー

ド、ソフト、人材」の実現に対して、スポーツ科学部・学科を有する大学が果たすべき役割の

重要性が社会的に高まっている。さらに、施策⑧「スポーツを通じた共生社会の実現」につい

ては、「アジアから世界へʷ多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」という本学の理念と

高い親和性がある。本学科では、今回の収容定員増にあわせて､教育課程（カリキュラム）の改

編として「スポーツとジェンダー」や「アダプテッドスポーツ論」といった科目を配置するな

ど、「スポーツを通じた多文化共生の実現」をこれまで以上に重視する。さらに、大学の理念で

ある「アジアから世界へʷ多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」を実現していく上で

は、AI 化や DX 化といった現代的要請に対応できる知識・技能に加えて、人々とのコミュニケ

ーション能力や主体的行動力の向上がいっそう重要となることから、「スポーツ情報科学」や「ス

ポーツデータサイエンス」といったデータサイエンス系の科目を配置して更なる充実を図る計

画がある。 

以上のように、高校生のニーズや「第 3 期スポーツ基本計画」が策定された今、このタイミ

ングで収容定員を増やし、カリキュラムも充実することによって、高校生や現代社会的ニーズ

に積極的に貢献することを目指している。 
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D.入学金、授業料等の学生納付金の額と設定根拠 

学生納付金については、類似する近隣の競合校の大学・学部等の学生納付金の状況をまとめ

た（資料 11）。入学金、授業料、施設設備費等、諸経費を含めた合計金額をみると、本学以外の

16 大学の平均は 1,478,343 円であり、150 万円以上の大学が 7 大学、140 万円台の大学が 7 大

学、130 万円台は 2 大学であった。本学科は 1,445,900 円と、競合校の中では金額的に中間に

位置しており適正な金額であることから、本学科の学生確保において支障をきたすものではな

いと判断できる。 

 

エ 学生確保の見通し 

A.学生確保の見通しの調査結果 

本学科への進学意向に関して、より客観的な確証を得るために、第三者機関である一般財団

法人日本開発構想研究所に「大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への高校生

の入学意向に関するアンケート調査」を委託した（資料 12-1）。 

  アンケートを実施する高校・対象については、近隣に所在する高等学校、または大東文化大

学に進学実績のある高等学校を中心に、15 都道県（北海道、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、

群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、⾧野県、静岡県、新潟県、福岡県、鹿児島県）に

所在する高等学校 172 校の在学者で、2024 年度大学進学対象となる高校 2 年生 36,195 人を対

象とした。その結果、167 校から 24,856 人の回答が得られた。高校 2 年生である有効回答数は

24,601 人、有効回収率は 68.0％であった。 

  本学科への入学意向については、以下の 5 つの設問を用いて絞り込みを行った。 

【具体的な設問】 

問 4：高校卒業後の進路希望で「大学進学」と回答した者 

問 5：進学先（大学）で学びたい分野の第 1 位として「スポーツ・健康・体育学関係」と回答し 

た者 

［以降の質問の前に、本学科の概要（リーフレット）と、類似する近隣の大学･学部･学科一覧

に目を通したうえで回答するように促した］ 

問 6：本学科に対する興味・関心について「大いに興味・関心がある」あるいは「興味・関心が 

ある」と回答した者 

問 8：本学科への受験意向について「受験してみたい」あるいは「受験先として検討したい」と 

回答した者 

問 9：本学科を受験し、合格した場合の入学意向について「入学を希望する」あるいは「入学を 

検討する」と回答した者 

 

問 4 では、高校卒業後の進路希望について「あなたは高校卒業後、どのような進路をお考え

ですか。」と質問した（資料 12-1、p.3）結果、高校 2 年生 24,601 人のうち、「大学進学」が 18,780   
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人（76.3%）と最も多く、次いで「専門学校進学」3,703 人（15.1%）、「就職」1,044 人（4.2%）、

「短期大学進学」666 人（2.7%）、「その他」369 人（1.5%）の順になった（「無回答」は 39 人

（0.2%））。 

 

問 5 では、問４の高校卒業後の進路で「大学進学」を希望すると回答した 18,780 人に対し

て、進学先で学びたい分野について「あなたは進学先（大学）で学ぶ分野として、どの分野に

興味を持っていますか。」と 10 分野の回答選択肢を用いて質問した（資料 12-1、p.4）。結果、

興味のある分野の第 1 位は、「社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、

政治学など）」が 5,373 人（28.6%）と最も多く、次いで「人文科学（文学、外国語、史学、哲

学、心理学など）」2,919 人（15.5%）、「理学、工学、農学」2,639 人（14.1%）、「スポーツ・健

康・体育学関係」は 2,530 人（13.5%）と、10 分野中 4 位という結果であった。 

 

問 6 では、問 5 で学びたい分野として第１位に「1．スポーツ・健康・体育学関係」を選択し

た 2,530 人を対象に、本学科に対する興味・関心について「あなたは、大東文化大学 スポーツ・

健康科学部 スポーツ科学科について、どのようにお考えですか。」と質問した（資料 12-1、p.6）。 

なお、問 6 以降を回答するにあたり、予め本学科の概要（リーフレット）と、類似する近隣

の大学･学部･学科一覧に目を通してもらったうえで、設問の回答をしてもらうように促した。 

結果、「興味・関心がある」が 1,091 人（43.1%）と最も多く、次いで「興味・関心はない」939 

人（37.1%）、「大いに興味・関心がある」444 人（17.5%）、「無回答」56 人（2.2%）であった。 

「大いに興味・関心がある」と「興味・関心がある」の合計 1,535 人（60.7%）が、大東文化大

学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科に興味を示していることがわかった。 

 

問 8 では、問 6 で本学科に「大いに興味・関心がある」と「興味・関心がある」と回答した

1,535 人を対象に、本学科への受験意向について質問した（資料 12-1、p.9）。結果、「受験先と

して検討したい」が 892 人（58.1%）と最も多く、次いで「受験先として考えないと思う」389

人（25.3%）、「受験してみたい」229 人（14.9%）、「無回答」25 人（1.6%）の順になった。 

「受験してみたい」と「受験先として検討したい」の肯定的な回答を合計すると、1,121 人

（73.0%）であることがわかった。 

 

問 9 では、問 8 で本学科を「受験してみたい」と「受験先として検討したい」と回答した 1,121

人に対して、本学科を受験し、合格した場合の入学意向について「大東文化大学 スポーツ・健

康科学部 スポーツ科学科を受験し、合格した場合、入学したいと考えますか。」と質問した（資

料 12-1、p.9）。結果、「入学を検討する」が 798 人（71.2%）と最も多く、次いで「入学を希望

する」309 人（27.6%）、「入学を希望しない」11 人（1.0%）、「無回答」3 人（0.3%）の順にな

っていた。 

本学科への「入学を希望する」と「入学を検討する」の肯定的な回答を合計すると、1,107 人
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（98.8%）であることがわかった。 

【調査結果のまとめ】 

問 9 の本学科への入学意向の結果より、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学

科へ「入学を希望する」と回答した高校 2 年生は 309 人いることがわかる。これによって、大

東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の入学定員 165 人に対して約 1.9 倍の入学

意向を確保していることが確認できた（資料 12-1、p.11）。 

また、「入学を希望する」、「入学を検討する」と回答した高校 2 年生が、合計で 1,107 人いる

ことから、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の入学定員 165 人に対して約

6.7 倍の入学意向があることもわかった。 

さらに資料 12-2 より、問 8 の本学科への受験意向と問 9 の入学意向についての調査結果を 

 更に厳しくクロス集計したところ、「受験してみたい」と回答した上で、「入学を希望する」と

回答した高校 2 年生は 167 人となり、これは大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科

学科の入学定員 165 人に対して約 1.0 倍の入学意向を確保していることが確認できた。 

なお、本アンケート調査では、主に普通高校を対象としたものの、積極的に調査対象としな

かった専門高校からも学生が入学してきている（資料 12-3）。過去 5 年間の専門高校からの入

学者の実績をみると、5 年間で、17 県から 22 の専門高校（工業高校 12 校、商業高校 9 校、農

業高校 1 校）からの入学実績があり入学者数でみると、5 年間で 27 人（工業高校 16 人、商業

高校 10 人、農業高校 1 人）、平均すると毎年 5.4 人が安定的に入学していることがわかる。 

以上の調査結果と、調査対象の高等学校以外からの高校生の進学を加味すると、大東文化大

学スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと判

断できる。 

 

B.該当学部等の分野の動向 

  体育・スポーツ系学部の分野の動向について、日本私立学校振興・共催事業団「私立大学・

短期大学等入学志願動向」から、体育学、スポーツ科学部、スポーツ健康科学部、スポーツ健

康学部を『体育スポーツ系学部』として集計を行った（資料 13）。2018～22 年度までの 5 年間

の実績をみると、該当の「学部数」は、28 から 31 と 3 学部の増加がみられ、「入学定員」も、

9,039 人から 10,121 人と約千人の増加がみられる。「志願者数」は、少子化に伴い微減傾向では

あるが、入学定員に対する志願者数の割合を求めた「志願倍率」をみると、3.70 倍～5.16 倍程

度あり、一定の倍率を保っていることが確認できる。さらに「定員充足率」をみると、2018～

21 年度は 101.33％～105.68％、2022 年度は 104.80％であり、いずれも 100％を超えた入学者

を確保していることがわかる。 

以上のことから、全国的にみた高校生の体育・スポーツ系学部への希望が一定程度あること

が確認でき、今後も充分に期待できることがわかった。 
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C.中⾧期的な 18 歳人口の全国的、地域的動向等 

1）全国及び本学科入学者の出身校県別上位 15 位の都府県の 18 歳人口の動向 

    中⾧期的な 18 歳人口の全国的、地域的動向等を把握するにあたり、本学科のキャンパス 

   は埼玉県にあるものの、全国から志願者・入学者が集まってきていることから、はじめに過 

去 5 年間の本学科の入学者の出身校県別一覧をまとめてみた（資料 14）。結果、入学者の最 

も多い県は「埼玉県」で、次いで「東京都」「千葉県」「群馬県」「静岡県」「茨城県」「北海 

道」「⾧野県」「青森県」「宮城県」の順であった。関東圏からの入学者が多いものの、北海道 

や東北、九州（福岡県が 14 位）からの入学者も上位 15 位以内に含まれていることが確認で 

きる。 

      改めて、中⾧期的な 18 歳人口の全国的、地域的動向等を把握するために、文部科学省 

「学校基本調査」から、今後 6 年度分の全国と、本学科入学者の出身校県別上位 15 位の都府

県の推移予測を資料 15 にまとめた。 

    全国の 18 歳人口の推移をみると、2023 年度は 109 万人、2024 年度は 106 万人、2025

年度 109 万人、2026 年度 109 万人、2027 年度 108 万人、2028 年度 106 万人と、2024 年

度からは 106 万人から 109 万人程度で推移することが予測される。 

    本学科入学者の出身校県別上位 15 位の都府県をみると、今後 6 年間は、多少の増減を繰  

   り返しながらも、15 都府県中 11 の自治体では 6 年後の 18 歳人口が現在よりも増加すると  

 予測できる。残りの 4 県においても、微減微増を繰り返し、ほぼ横ばいの状況が確認でき 

る。このことから、本学科に関連する地域は、6 年後でも一定数の 18 歳人口があると想定 

される。 

 

2）全国及び本学科入学者の出身校県別上位 15 位の都府県の大学進学の動向 

全国的な大学進学率は、資料 16 に示すとおり 2020 年は 55.8％、2021 年は 57.4％であ 

   り、1992 年の進学率が 26.4％と 4 人に１人程度であったのが、現状では 2 人に１人が進学 

   する状況になっている。 

    次に、都道府県別の大学進学率（資料 16）から、本学科への過去 5 年間の入学者の多い 

上位 15 位の都道県の状況をみると、出身校県別で最も入学者の多い「埼玉県」の進学率は

全国 8 位（60.7％）、次いで多い「東京都」は全国 2 位（69.0％）、入学者県別 3 位の「千

葉県」の進学率は全国 12 位（58.2％）と、入学者の多い県の大学進学率は、全国的にみて

60％以上または 60％前後の進学率を示す都道県からの入学者が多いことが確認できる。一

方で、47 都道府県中の大学進学率が下位 37 位～47 位の都道府県からの入学者は少ない状

況であることもわかった。 

 

D.競合校の状況 

競合校としては、本学部・学科と類似し、本学を設置する埼玉県東松山市との地理的に競合

が予想される近隣 4 県（埼玉、東京、千葉・神奈川）に設置され、さらに偏差値等を総合的に
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鑑み、本学と競合すると判断した大学（10 大学 16 学科）を選定し比較した。過去 5 年間の入

学定員、志願者数、受験者数、合格者数、入学者数、定員充足率の 6 項目についてまとめたの

が資料 10 である。なお、各大学の情報は、各大学のホームページでの公開資料、河合塾・㈱KEI

アドバンスからの提供資料を基に作成した。 

過去 5 年間の競合校の状況をみると、入学定員を増員している大学が 3 大学あり、順天堂大

学が 2021 年度に入学定員 440 名を 160 名増員して 600 名に、東海大学は 2022 年度に 480 名

を 60 名増員して 540 名に、平成国際大学は 2022 年度に、95 名を 5 名増員し 100 名とした。 

定員充足率をみると、2018 年度 0.96 倍～1.27 倍、2019 年度 0.95 倍～1.22 倍、2020 年度 

0.96 倍～1.62 倍、2021 年度 1.00 倍～1.29 倍、2022 年度 0.95 倍～1.21 倍となっており、2021

年度は全ての競合校において 1.00 倍を上回っている。直近の 2022 年度の競合校（10 大学 16

学科）全体の定員充足率を算出すると、1.17 倍と高い倍率であることが確認できる。 

また、競合校（10 大学 16 学科）の直近の 2022 年度の状況をみると、入学定員合計 3,660 名

に対して、志願者合計 16,363 名、入学者が 3,815 名であることから、本学科の入学定員 125 名

を 165 名へと 40 名の増員を行った場合においても、十分に需要があると考える。 

 

E.既設学部等の学生確保の状況 

本学既設の 8 学部 20 学科の直近 5 年間（2018～22 年度）の定員、志願者数、受験者数、合 

 格者数、入学者数および定員充足率を算出しまとめた（資料 17）。志願者数、受験者数、合格者 

 数については、各学科において受験方式や日程等の併願があるため、延べ人数の他に、重複を

のぞいた実人数も記載した。さらに複数の学科等の間で併願があるため、延べ人数・実人数と

併せて、内数として他学科等との併願者数も明記した。なお、定員充足率は、入学者数を入学

定員で除して算出した。 

本学大学全体の状況をみると、直近 5 年間の志願者数・受験者数の実人数は微減傾向で、定

員充足率は、2019 年度と 2022 年度を除いて 1.01 倍～1.04 倍と概ね１倍であるものの、多様な

受験方式や複数日での受験に志願・受験する延人数は、大学全体の入学定員 2,825 名に対して、

必ず 2 万名以上いることが確認できており、本学への安定した志願者の確保は見込まれている。 

スポーツ・健康科学部の状況をみると、直近 5 年間の実人数は、志願者数で 1,023 名～1,696

名、受験者数で 1,000 名～1,656 名とほぼ同数であった。延べ人数では、志願者数で 1,774 名～

2,987 名、受験者数で 1,683 名～2,863 名であった。志願者数（延べ人数・実人数）を入学定員

で除して算出する志願倍率をみると、学部の 5 年間の平均志願倍率は、延べ人数で 7.25 倍、実

人数でも 4.19 倍、直近の 2022 年度の志願倍率は、延べ人数で 5.46 倍、実人数で 3.15 倍であ

る（資料 2）。定員充足率は 2018 年度 1.01 倍、2019 年度 0.96 倍、2020 年度 0.95 倍、2021 年

度 0.98 倍、2022 年度 1.03 倍となっており、5 年間の定員充足率は平均で 0.99 倍であった。こ

れらのことから、本学のスポーツ・健康科学部への安定した学生の確保が見込まれる。 

スポーツ科学科の状況をみると、直近 5 年間の実人数は、志願者数で 509 名～935 名、受験

者数で 503 名～926 名とほぼ同数であった。延べ人数では、志願者数で 903 名～1,619 名、受

-学生確保（本文）-11-



験者数で 874 名～1,580 名であった。志願者数（延べ人数・実人数）を入学定員で除して算出す

る志願倍率をみると、5 年間の平均志願倍率は、延べ人数で 9.96 倍、実人数でも 5.74 倍、直近

の 2022 年度の志願倍率は、延べ人数で 7.22 倍、実人数で 4.07 倍であり、入学定員 125 名に対

して、志願者の 4 人に１人しか入学できていない状況にある（資料 2）。定員充足率は、2018 年

度 0.98 倍、2019 年度 1.07 倍、2020 年度 0.95 倍、2021 年度 1.15 倍、2022 年度は 1.17 倍と

最も高くなっており、5 年間の平均定員充足率を算出しても 1.06 倍と、安定的に志願者を確保

していることがわかる。なお、2018 年度と 2020 年度の定員未充足の理由については、学科の

「定員×1.1」を超えないよう、手続き者（合格者）を慎重に調整してきたが、予想外の辞退者

があったことに起因しているが、一方で、定員管理を厳格に行いながら健全な運営を行ってい

ることの証でもある。 

これらのことから、本学科の入学定員 125 名を 165 名へと 40 名の増員を行った場合におい 

 ても、入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考える。 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

学生確保に向けて、本学が行っている取組状況については、以下の通りである。 

A.入試アドバイザー制度の導入 

全専任事務職員を 2 種類の入試アドバイザーとして位置づけている。一つは本学への進学実

績の多い高校を中心に高校訪問を行い、進路指導教諭との情報交換などを業務内容とする「進

路指導教諭担当アドバイザー」である。もう一つは、板橋・東松山両キャンパスで行われるオ

ープンキャンパスに設置されるイベントである個別相談ブースでの対応を業務内容とする「オ

ープンキャンパス担当アドバイザー」である。年度当初には職員の所属部署にかかわらず、業

界動向や入試制度、学生生活、キャリア支援といった広範囲にわたる全学的な説明会を開催し、

志願者等への対応が適切にできるよう指導している。特に、新人職員には人事研修の一環とし

て徹底した事前研修を実施しており、大学人としての基礎を養成し、即戦力として活用してい

る。 

 

B.オープンキャンパスの実施 

  毎年、板橋・東松山の両キャンパスにおいて、オープンキャンパスを実施している。具体的 

な内容としては、大学の沿革や取組の紹介、入試制度の解説、教員による学科別の体験授業、

学科教員・入試アドバイザーとの個別相談、国際交流センター職員や留学経験者によるグロー

バル化に特化したイベント、キャンパス内を実際に歩くことにより大学の雰囲気を体感しても

らうキャンパスツアー、本学学生とのフリートークなどである。また、推薦入試受験対策相談

会、一般入試受験対策相談会を企画し、入試の傾向と対策講座を開催して受験生の支援に取り

組んでいる。いずれも高校生から一定の評価を得ており、2022 年度には本学スポーツ科学科の

体験授業を計 4 回実施し、参加者が 176 名、そして学科個別相談には 160 名の参加があった

（資料 18）。 
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オープンキャンパスの実施においては、在学生が学生スタッフとして中心的な役割を果たし

ている。学生スタッフに対しては接客マナー、説明力の強化、プログラムの企画・マネジメン

トといった様々な研修会を実施しており、こうした機会を通して高い水準で来場者の対応を担

えるスタッフの養成につなげている。なお、本学のオープンキャンパスでは来場者へのアンケ

ートを行っており、集計結果や寄せられるコメントから、学生スタッフの対応が特に好評を得

ていることが分かる。 

 

C.高校訪問の展開 

   上記 A.で述べた入試アドバイザー（進路指導教諭担当）がそれぞれの担当校を訪問し、本学

の入試制度をはじめとした詳細な説明を行っている。高校ごとに同一の担当者が繰り返し説明

することにより、各高校との信頼関係を築くことができている。現在、東京都・埼玉県を中心

に志願者が多く関係性の強い高校については個別の入試アドバイザーを配置しており、それ以

外の東海・北陸といったエリアの高校にも入試広報課員が適宜個別に訪問し、本学の情報を提

供するとともに、各高校や地域の進学事情などに関する情報収集を精力的に行っている。また、

入試アドバイザーや入試広報課員以外にも、各学科において担当教員が各学科の事情に即した

高校訪問を個別に行っている。 

 

D.模擬授業の実施 

積極的な広報活動として、高校を会場とした模擬授業に本学スポーツ科学科の教員を派遣し

ている。派遣先は埼玉県を中心として、東京都や千葉県から毎年多くの要請があり、最近は群

馬県にも拡大している。特に、各高校での校内ガイダンスについては、進学指導が早期化して

いることもあり、低学年を対象として大学の紹介、入試概要の説明、学問分野別の解説など、

具体的で分かりやすい内容が求められているため、従来の講義型よりも動画や図表を用いて視

覚的に理解しやすいように資料を工夫するなど、高校側の進路指導に寄与するよう配慮してい

る。2019 年度に本学スポーツ科学科の教員を派遣して行った模擬授業の高校は 16 校、2020 年

度が 10 校、2021 年度が 15 校、そして 2022 年度が 6 校（現段階）であり、この 4 年間はコロ

ナ禍で減少傾向にあったが、今後はさらに積極的に実施していく（資料 19）。 

なお、高校生及び高校 PTA のキャンパス見学会については、要望に応じて随時実施してい

る。B．で記述した学生スタッフが学内の案内などを担当しており、特に保護者から高い評価を

受けている。また、年間を通して、個人的な見学・進学相談を受け付ける窓口を設けている。 

 

E.広報媒体の活用 

広報活動の媒体としては、大学ホームページ、大学ポートレート、大学独自の広報冊子、各

種広報媒体（テレビ、ラジオ、WEB 動画配信、看板等）を活用している。大学ホームページに

ついては、スマートフォンでも閲覧できる環境が整備されている。また、合格者向けサイトに

ついてもリニューアルを行い、合格者の手続き率向上のための対策を図っている。また、本学
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の話題を取り上げてもらうべく、マスコミに対するプレスリリースも積極的に配信している。

キャンパス沿線の東武東上線、都営三田線の大学最寄り駅には、本学のロゴマークを含む大学

名称が副駅名として掲出されており、車内放送でも大学名が放送されるなど、地域に密着した

大学としての更なる認知度の向上を図っている。 

これらの対面広報・メディア媒体広報を通じて、本学全体の広報の一環として今回の本学ス

ポーツ科学科の収容定員増といったトピックスを直接高校教諭・受験生・保護者などに訴求し

ている。コロナ禍で対面広報の実施が難しいこともあったが、2022 年度後半からは徐々に元の

体制に戻りつつある。 

 

F.ブランド認知の取組 

本学にコンタクトのあった高校生や保護者などへのオリジナルグッズの配布やオープンキャ

ンパス時の施設見学を通して、本学附設のビアトリクス・ポター（ピーターラビットの作者）

の資料館の紹介を行い、本学への親近感を高めている。また、大学スポーツにおける本学学生

の活躍を積極的に応援する体制を作り、学内外に広く周知するともに、特に高校生アスリート

や指導者に好印象となるよう雰囲気作りにも工夫している。在学生、教職員、在学生の保護者、

及び卒業生等に向けて「大東スポーツ（スポーツ情報新聞）」を年複数回発行し、学内外に本学

におけるスポーツ活動をアピールしている。そして、各競技種目の公式戦の結果は、大学ホー

ムページやスポーツ大東編集部が管理している Twitter において、ほぼリアルタイムで結果が

更新されている。 

さらに志願者の多い高校、学生の就職先企業、及び関係機関に対して本学オリジナル書道カ

レンダーやピーターラビット・カレンダーを製作・配布し、本学の認知度向上を図っている。 

 

G.募集活動等の検証 

資料請求者、進学説明会参加者などの本学へのコンタクトについて、アンケート調査やその

後の動きをフォローしながら動向を分析し、広報効果測定を行い、広報媒体の選定を検証する

など、広報活動を総合的に点検・評価している。また、予備校の模試受験者の志望アンケート

の動向分析、本学入試の志願者分析等から、次年度以降の入試制度の見直しを行っている。 

 

以上、学生確保に向けた様々な組織的取組みについては、今後一層のレベルアップを図りな

がら継続していく。 
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（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

1）スポーツ・健康科学部の人材の養成に関する目的 

   本学は、「東西文化を融合して新しい文化の創造を目ざす」という建学の精神に基づき、「東

洋固有の文化を尊重し、その伝統的な美徳を身につけて豊かな人格の形成に努め、併せて国際

的な視野を持ち、世界の文化の進展と人類の幸福の実現に寄与できる有為な人材を育成するこ

とを目指す」ことを教育の理念としている。また、学則第 1 条において、「学問の理論と応用

を教授・研究して真理と正義を愛する自主的精神に充ちた良識ある人材を育成し、文化の発展

と人類の福祉に貢献すること」を教育研究上の目的として定めている。さらに、将来基本計画

である DAITO VISION 2033（資料１）では、DAITO VISION 2023 において定義した「大東

学士力」を「本学を修了した者が身につけておかなければならない 5 つの力（包容力、問題解

決能力、協働力、挑戦力、当事者意識）」と再構成し、「大学生活のすべてを教育の場と位置づ

け、学生・教職員の垣根を超えて、学び合いの精神を持つことを大切にし」、「文化を学ぶこと

を通じて『大東学士力』を身につけ」社会をつなぐ人材を育むとしている。 

   スポーツ・健康科学部は、本学の建学の精神とその教育理念に基づき、国民の健康の維持 

増進を視野に、スポーツを通して文化の発展と健康づくりに貢献できる人材の育成、医学・健 

康関連分野で健康の増進に寄与できる人材の育成を目指している。 

定員を増やすスポーツ科学科では、スポーツ科学に関する学識を修め、人間性豊かなスポー

ツ指導と健康づくりの能力を有する人材の養成を目的とする。 

 

2）教育研究上の目的 

   上記「1）スポーツ・健康科学部の人材の養成に関する目的」を達成するための教育研究上 

 の目的は、次の通りである。 

   スポーツ・健康科学部は、本学の建学の精神とその教育理念に基づき、国民の健康の維持と

増進を視野に、スポーツを通して文化の発展と健康づくりに貢献できる教育を行う。 

   スポーツ科学科では、スポーツ科学に関する学識を修め、人間性豊かなスポーツ指導と健康

づくりの能力を修得できる教育を行う。 

 

②上記 ①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

1）スポーツ産業及びスポーツ指導者等の人材需要の見通し 

   我が国におけるスポーツ振興を図る基本計画として、2012 年に文部科学省により「スポーツ

基本計画」が策定された。その後、人口減少・高齢化の進行、地域間格差の広がり、急速な技術

革新、持続可能な社会や共生社会への移行等の社会状況の変化ならびに 2020 オリンピック・パ

ラリンピック東京大会の開催を受けて 2022 年 3 月に策定された「第 3 期スポーツ基本計画」 
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（資料３）では、スポーツの価値を高めるための新たな視点として下記の 3 点が挙げられてい 

る。 

・スポーツを「つくる/はぐくむ」 

・スポーツで「あつまり、ともに、つながる」 

・スポーツに「誰もがアクセスできる」 

さらに、これらの視点に基づき、「感動していただけるスポーツ界」の実現へ向けて、今後 5 

年間に取り組むべき 12 の施策目標が掲げられているが、中でも施策⑩「スポーツ推進のための 

ハード、ソフト、人材育成」の実現に対して、スポーツ科学部・学科を有する大学が果たすべ 

き役割の重要性が社会的に高まっている。 

子どもたちを取り巻くスポーツ環境に目を向けると、特に中学校における教師の負担軽減を

図る施策として、2019 年に文部科学省からの諮問を受けた中央教育審議会によって「新しい時

代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関

する総合的な方策について（答申）」取りまとめられた。それを受けた文部科学省から「学校

の働き方改革を踏まえた部活動改革について」という方針が示され（資料４）、2022 年 12 月

には、スポーツ庁・文化庁から「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総

合的なガイドライン」が出され、従来の「学校部活動」から「地域クラブ活動」への転換方針が

示されている（資料５）。 

また、2022 年 12 月に公表された「令和 4 年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

（概要）について」によると、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、体力合計点や実 

技テスト数値の低下がみられる。 

こうした社会動向を踏まえると、中学高校保健体育教員の養成はもとより、地域における児

童・生徒のスポーツ活動を支える「地域スポーツ指導者」の養成が今後より重要となることは

明らかである。 

一方、我が国における高齢化には歯止めがかからない状況で、このような中、国民の健康増

進を図り、健康寿命の延⾧を目指す行動指針として、厚生労働省は「21 世紀における国民健康

づくり運動<健康日本 21>」を掲げている（資料６）。この中では、栄養や食生活、喫煙や飲酒

などの生活習慣とともに、健康の維持・増進に対する身体活動・運動の重要性が指摘されてい

る。すなわち、国民の健康増進を実現し、我が国を「より健康で、より豊かな国」へと発展させ

るためには、年代はもとより性別や国籍、障がいの有無といった人々の「多様性」を受け入れ、

理解し、ひとりひとりの個性や環境に適した「カスタムメイド型の運動・スポーツ指導」を実

践できる幅広い人材養成がより重要となることが予想される。 

 

2）関係業界と地域からの要望 

   上記 1）の動向を背景に、本学部の所在地である埼玉県東松山市および近隣の同鳩山町から

は、地域のスポーツ振興を一層推進するために、本学部のスポーツ科学科の収容定員の増加に

期待する要望を受けている（資料７、資料８）。また、公益財団法人日本スポーツクラブ協会か
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らは、今後の地域のスポーツ振興における人材需要に対応するため、本学部のスポーツ科学科

の収容定員の増加に期待する要望を受けている（資料９）。このような地域や関係業界からの要

望は、学科の収容定員を増加する本計画が、社会的および地域的な人材需要の動向等を踏まえ

たものであることを示している。 

 

3）就職及び求人の状況 

   以下に示す通り、スポーツ科学科の最近 5 年間の就職決定率（就職を希望した卒業生の就職

率で、教員志望者の臨時任用採用、非常勤講師採用を含む）は 99％以上であり、常に全国平均

値（文部科学省「大学等卒業者の就職状況調査」）を上回っている（資料 20）。 

  また、本学に届いた求人件数（大学に届いた総数）は、14,288 件（2023 年度）、12,858 件（2022

年度）、13,572 件（2021 年度）、14,057 件（2020 年度）、14,552 件（2019 年度）で推移してい

て、常に卒業予定者人数の 4 倍を超えるものとなっていて（資料 21）、これは、収容定員を変

更した場合においても充分なものである。 

  これまでの就職・求人状況は、本学部の卒業生に対する社会的な需要が高いことを示してい 

る。 

 

４ 企業等の採用意向に関するアンケート調査による評価 

  上述の「スポーツ産業及びスポーツ指導者等の人材需要の見通し」、「関係業界と地域からの

要望」及び「就職及び求人の状況」に加えて、本学科の人材養成と社会的な人材需要が適合し

ているかについて、より客観的な確証を得るために、第三者機関である一般財団法人日本開発

構想研究所に調査を委託した（資料 22）。 

 

アンケートを実施する企業に関しては、2021 年度に大東文化大学に求人のあった企業から、 

スポーツ科学科を採用対象としていた企業（11,794 社）を基準とした。 

まず、本学の卒業生の採用実績のある企業（737 社）を抽出し、次に、その 737 社以外の企

業から、これまでのスポーツ科学科卒業生が就職していった一般企業の中から、卒業時に提出

された「進路決定報告書」に記載の多い業種を絞り、1,870 社を抽出した。これらを合わせた

2,607 社から本支店など同一企業を調整した 2,569 社を対象に企業等アンケートを実施し、755

社（29.4％）の有効回答があった。 

 

  問 2 では、事業所の所在地について質問した（資料 22-2-⑵、p.3）。回答のあった企業 755 社

の内、東京都が 237 社（31.4％）と最も多く、次いで埼玉県 55 社（7.3％）、神奈川県 38 社

（5.0％）、愛知県 36 社（4.8％）、大阪府 36 社（4.8％）、静岡県 30 社（4.0％）と続いている。

本学の所在地である東京都及び埼玉県を中心に、スポーツ科学科への入学者が比較的多い神奈

川県、愛知県や静岡県など他府県の企業からの回答が多かったことを示している。 
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   問 5 では、今後の採用方針について質問した（資料 22-2-⑸、p.6）。回答のあった企業 755 社

の内、「毎年、安定的に採用していくと思う」が 576 社（76.3％）と最も多く、次いで「できれ

ば、毎年安定的に採用していくと思う」の 128 社（17.0％）、「毎年ではないが、ある程度は安

定的に採用していくと思う」30 社（4.0％）、「増員が必要になった場合に、採用を考える」13 社

（1.7％）、「欠員が出た場合に、採用を考える」4 社（0.5％）、「当面、採用は行わないと思う」

2 社（0.3％）の順になっている。「毎年、安定的に採用していくと思う」と「できれば、毎年安

定的に採用していくと思う」と回答した企業の数を合わせると 704 社となり、回答のあった企

業の 93.3％が毎年安定的な採用を考えていることを示す結果であった。さらに、「毎年ではない

が、ある程度は安定的に採用していくと思う」と回答した 30 社を加えると 734 社となり、回答

のあった企業の 97.3％に達している。 

 

   問 6 では、スポーツ科学科の社会的必要性について質問した（資料 22-2-⑹、p.7）。回答のあ

った企業 755 社の内、問５の今後の採用方針において「無回答」及び「当面採用は行わないと

思う」を除き、採用活動を行う意向を示した 751 社において、「ある程度、社会的必要性を感じ

る」が 389 社（51.8％）と最も多く、次いで「社会的必要性が高い分野である」339 件（45.1％）

であり、合わせると 728 社（96.9％）から肯定的な回答があった。これは、本学科が養成する

人材の社会的必要性が極めて高いことを示す結果であった。 

 

   問 8 では、スポーツ科学科卒業生の採用意向について質問した（資料 22-2-⑻、p.10）。回答

のあった 755 社の内、問６の「スポーツ科学科の社会的必要性について」において肯定的な回

答を示した企業 728 社について、「採用したい」と回答した企業は 406 社（55.8％）であり、「採

用を検討したい」と回答した企業は 296 社（40.7％）であった。これらを合わせると、702 社

（96.5％）の企業が肯定的な採用意向を示した。このように、回答のあった 755 社の 9 割以上

の企業が採用に前向きであった。 

 

   また、問 9 では、スポーツ科学科卒業生の採用人数について質問した（資料 22-2-⑼、p.10）。

調査結果のまとめに示す通り、「採用したい」と特に強い採用意向を示した 406 社についてだけ

で合算した場合、766 人分（入学定員比 4.67 倍）の採用意向があり、定員変更後の本学科の入

学定員を大きく上回る結果であることから、充分に需要があるとの結論を得た。 

 

   このように、大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の卒業生については、充分

に企業等への採用が見込まれるところであり、学科の人材の養成に関する目的と教育研究上の

目的が社会的な人材需要の動向を踏まえたものとなっていると判断できる。 
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2022年度入試 2021年度入試

志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率

延人数 実人数 延人数 実人数

文学部 計 630 4,536 7.20 2,986 4.74 630 5,425 8.61 3,673 5.83

経済学部 計 370 3,971 10.73 2,901 7.84 370 4,371 11.81 3,179 8.59

外国語学部 計 360 1,585 4.40 1,063 2.95 360 2,176 6.04 1,523 4.23

法学部 計 375 3,083 8.22 2,246 5.99 375 3,044 8.12 2,193 5.85

国際関係学部 計 200 1,530 7.65 1,153 5.77 200 1,610 8.05 1,259 6.30

経営学部 計 365 2,934 8.04 1,920 5.26 365 3,723 10.20 2,362 6.47

スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科 125 903 7.22 509 4.07 125 1,024 8.19 608 4.86

健康科学科 100 394 3.94 248 2.48 100 406 4.06 269 2.69

看護学科 100 477 4.77 266 2.66 100 551 5.51 317 3.17

スポーツ・健康科学部 計 325 1,774 5.46 1,023 3.15 325 1,981 6.10 1,194 3.67

社会学部 計 200 1,609 8.05 1,036 5.18 200 1,953 9.77 1,301 6.51

2,825 21,022 7.44 14,328 5.07 2,825 24,283 8.60 16,684 5.91

学部名 学科名
定員

大学 計

定員

既存学部等の学生確保の状況（志願倍率：過去５年間）　
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文学部 計

経済学部 計

外国語学部 計

法学部 計

国際関係学部 計

経営学部 計

スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科

健康科学科

看護学科

スポーツ・健康科学部 計

社会学部 計

学部名 学科名

大学 計

2020年度入試 2019年度入試 2018年度入試

志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率 志願者数 志願倍率

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

630 6,133 9.73 4,212 6.69 630 5,685 9.02 3,924 6.23 630 6,559 10.41 4,274 6.78

370 4,338 11.72 3,263 8.82 370 4,918 13.29 3,730 10.08 370 5,256 14.21 3,920 10.59

360 2,204 6.12 1,642 4.56 360 2,868 7.97 2,040 5.67 360 2,506 6.96 1,797 4.99

375 3,537 9.43 2,671 7.12 375 3,692 9.85 2,740 7.31 375 3,531 9.42 2,667 7.11

200 1,714 8.57 1,362 6.81 200 1,917 9.59 1,536 7.68 200 2,335 11.68 1,870 9.35

365 3,225 8.84 2,312 6.33 365 4,047 11.09 2,875 7.88 365 3,680 10.08 2,559 7.01

125 1,273 10.18 705 5.64 125 1,406 11.25 828 6.62 125 1,619 12.95 935 7.48

100 615 6.15 376 3.76 100 656 6.56 382 3.82 100 715 7.15 416 4.16

100 558 5.58 308 3.08 100 532 5.32 289 2.89 100 653 6.53 345 3.45

325 2,446 7.53 1,389 4.27 325 2,594 7.98 1,499 4.61 325 2,987 9.19 1,696 5.22

200 1,954 9.77 1,405 7.03 200 1,875 9.38 1,344 6.72 200 2,212 11.06 1,591 7.96

2,825 25,551 9.04 18,256 6.46 2,825 27,596 9.77 19,688 6.97 2,825 29,066 10.29 20,374 7.21

定員 定員 定員
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੗஘ऩ਌৬पेॊ५এشॶ૞઺भയਤ

৉্൉ে؞ऽठतऎॉ
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࢓ বড়भ५এشॶৰ઱૨॑਱঱
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ਯؚ੕ওॲঝਯؚোೖ঻ਯؚওॲঝඃ੭
଼ૼਯಉभৰਠ

࢓ ५এشॶ॑ৢगथણৡँॊ঺ভ॑ৰਠ
另 ५এشॶ৘ৃૠெ15ூ৞भ୸ਛ
ك2025ফऽदق
另 ५এشॶ؞௏೨ऽठतऎॉप਄ॉੌि
৉্ਁુ੮৬भસ়15.6%40ܒ%

࢓ ५এشॶ॑ৢगथ਼ੀधणऩऋॊ
另 এ५ॺSFTহ঵॑ৢगथ਼ੀরभবرभ700ਐ
যभযرषभἔஇ॑৯ఏपহ঵॑௓ਤ

另 ব੠଼ૼ৴ೇقIFكಉ૽৩ਯ37যૠெभ೐੅؞
ఁপ

भ઱ੁڮڭফ৑प੕়৓ऊणੑ઺৓प਄ॉੌिڱ০৏ .گ
⋇੗஘ऩ਌৬पउऐॊ५এشॶभਃভ൉ল
৉ୠृ৾ૅपउऐॊ৕୹؞଄঻भ५এشॶਃভभౄৰध৬ৡ਱঱ؚ
৬୘भ౸঵भౄৰؚઈ৿৖ણ৿੝୓भ௓ਤؚ੓ਙ؞௽૩঻؞௮ऎ
ॶৰ઱૨भ਱঱ش৕୘थ਼৻भ५এ؞৻਼ ಉ

⋈५এشॶੀपउऐॊDXभ௓ਤ
੔ਤૼ୒॑ણ৷खञ५এشॶৰ઱भँॉ্भఁপؚॹ४ॱঝ
ૼ୒॑ણ৷खञৗञऩঅ४ॿ५ঔॹঝभ൉ল ಉ

⋉ব੠଼ૼৡभ਱঱
রশ਋भਘ৲ਅറप੦तऎ଼ૼৡ਱঱੍ର३५ॸ঒भનয়ؚ৉
ୠपउऐॊ଼ૼৡ਱঱੍॑इॊ৬਑भଡണؚব؞JSPO؞৉্ਁ
ુ੮৬ऋ঳৬धऩढञবড়৬୘পভभ৫ಈ ಉ

⋊५এشॶभব੠ઐ૴ੈ؞ৡ
ব੠५এشॶੀषभਔઓৠ৒षभ૞઺੍ରؚ५এشॶਓ঵भ
ব੠ன৫॑യਤघॊউছॵॺইज़ش঒भਫ਼ୈ ಉ

⋋५এشॶपेॊ௏೨ੜਤ
௏೨ੜਤपৱघॊ५এشॶपঢ়घॊଢ଼஢भౄৰ؞৹ਪଢ଼஢ਛ
ટभਹ৷യਤؚୢ௜ஂ؞૧ृ੫঵؞৳૫঻धभ৴௚ਘ৲ ಉ

⋌५এشॶभਛশਓ঵৲
५ॱ४॔঒॔؞জشॼତ૟भାৰऩ௓ਤؚ౎ਓ঵धभड़شউ
থॖঀঋش३ঙথपेॊৗঅ४ॿ५ঔॹঝभ൉ল੍ର ಉ

⋍५এشॶपेॊ৉্൉েؚऽठतऎॉ
૱੊ृ॔क़ॺॻ॔५এشॶಉभ५এشॶॶشজ६঒भಌऩॊ
௓ਤऩनؚ५এشॶपेॊ৉্൉েؚऽठतऎॉभ൉লभ৸
বदभਸச৲ ಉ

⋎५এشॶ॑ৢगञુে঺ভभৰਠ
௽૩঻ृ੓ਙभ५এشॶभৰ઱୭୆भତ૟ؚব৔ਗभ५এشॶ
੮৬भ੓ਙ૽৩౜ଓ঻भః৷؞୘ਛभ੍ରؚਔ௙ཟ৅؞ੲਾ৅
ਦ ಉ

⋏५এشॶ੮৬भफ़ংॼথ५੝୓؞৽੾ৡਘ৲
फ़ংॼথ५؞॥থউছॖ॔থ५पঢ়घॊଢ଼ఊಉभৰ઱ؚ
५এشॶ੮৬भਅറ৓৽੾॑ষअয౫भ౻৷൉ল੍॑ର ಉ

⋐५এشॶ௓ਤभञीभঁشॻؚ९ইॺؚয౫
ড়৑؞প৾ुஅीञ৉ୠ५এشॶ઱ਝभથ஍ણ৷भയਤؚ৉ୠ
५এشॶ॥঑ॵ३ঙথऩन৉ୠ৴௚ੌ௶भણ৷ؚ৸ڻۃदभ
য౫୘ਛ఺लણ৷पঢ়घॊੑ઺ੁ৒॑യਤؚ੓ਙभ५এشॶ੐
଑पಖৢखञ੐଑঻ുਛ੍ର ಉ

⋑५এشॶ॑ৰ઱घॊ঻भ਍৸؞਍ੱभન৳
ചৡृਂిજऩ੐଑ಉभஉബप਱ऐञ੐଑঻ുਛ؞ଢ଼ఊभৰ઱ؚ
५এشॶ਍৸पબॊੲਾ৅ਦ؞਍৸ৌੁभയਤ ಉ

⋒५এشॶॖ؞থॸॢজॸॕभન৳
५এشॶ੮৬षभफ़ংॼথ५॥شॻभ൤఺യਤؚ५এشॶ
ൎଇ؞৹೿਑২भ৶ੰੜਤಉभ௓ਤؚઇ୘ଢ଼ఊृଢ଼஢ણ৿ಉ॑
ৢगञॻشআথॢଆૃણ৿भன৫ ಉ

出典：スポーツ庁「第3期スポーツ基本計画」
　　　https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_1.pdf
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Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ㒊άືᨵ㠉࡚࠸ࡘ࡟ 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬࡛ࠊࡣ⏕ᚐ࡚ࡗ࡜࡟ᮃ࠸ࡋࡲ㒊άືࡢ⎔ቃࢆᵓ⠏ࡿࡍほⅬࠊࡽ࠿㒊άື࢞

⥭ႚࡣ᪉ᨵ㠉ࡁാࡢᏛᰯࠊ௚᪉ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ㐺ṇ໬ࡢ㒊άືࠊࡋᐃ⟇ࢆࣥ࢖ࣛࢻ࢖

Ꮫᰯࢆ㒊άືࠕࠊ࡚࠸࠾࡟ᅜ఍ᑂ㆟ࡢἲᨵṇ≉⤥ࡸ⏦⟆ࡢ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍ࠊࡾ࠶ㄢ㢟࡛ࡢ

༢఩ࡽ࠿ᆅᇦ༢఩ࡀ࡜ࡇࠖࡿࡍ࡜⤌ྲྀࡢᣦ᦬ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

ࡓࡋ៖⪄ࡶ᪉ᨵ㠉ࡁാࡢᏛᰯࠊ࡚ࡋ࡜Ṍ୍➨ࡢࡑࡣ௒ᅇࠊࡘࡘ࠼ࡲ㋃ࡶᣦ᦬ࡢࡽࢀࡇ

᭦ࡿ࡞㒊άືᨵ㠉ࡢ᥎㐍ࢆ┠ᣦࠊࡋ㒊άືࠕࡓࡋ♧࡛ࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞Ꮫᰯ࡜ᆅᇦࡀ༠ാ࣭

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ♧᫂ࢆ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ࡜⟇ᐇ⌧᪉࡞ලయⓗࡢ㒊άືࡓࡋࠖྜ⼥

㒊άືࡿࡄࡵࢆᵝ࡞ࠎ㛵ಀ⪅ࡢࢀࡒࢀࡑࡀ❧ሙ࡛༠ຊࠊࡽࡀ࡞ࡋ௨ୗࡍ♧࡟᪉⟇ࡘ࡟

ࠊ࠼ຍ࡟㈇ᢸ㍍ῶࡢᩍᖌࡿࡅ࠾࡟㒊άືࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᐇ᪋࡟ᐇ╔࡛ࢇ㋃ࢆẁ㝵࡚࠸

㒊άືࡢᣦᑟ➼࡟ពḧࢆ᭷ࡿࡍᆅᇦேᮦࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ⏕ᚐ࡚ࡗ࡜࡟ᮃ࠸ࡋࡲ㒊άືࡢ

ᐇ⌧ࢆᅗࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ 

 

 ᪉࠼⪄ࡢ㒊άືᨵ㠉ࡓࡋ៖⪄ࡶ᪉ᨵ㠉ࡁാࡢᏛᰯۑ

㸦㒊άືࡢព⩏࡜ㄢ㢟㸧 

࣭㒊άືࠊࡣ⏕ᚐࡢ⮬୺ⓗࠊ⮬Ⓨⓗ࡞ཧຍࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࢃ⾜ࡾࡼ࡟Ꮫ⩦ពḧྥࡢ

Ꮫ⩦ᣦࠊ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ⫱Ꮫᰯᩍࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ㈨࡟➼ᾰ㣴ࡢ㐃ᖏឤࠊ㈐௵ឤࡸୖ

ᑟせ㡿࡟఩⨨௜ࡓࢀࡽࡅάື࡛ࠋࡿ࠶ 

࣭㒊άື࡟ཧຍࡿࡍ⏕ᚐࠊࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ࡚ࡗ࡜࡟ⱁ⾡ᩥ໬➼ࡢᖜᗈ࠸άືᶵ఍ࢆᚓࡽ

㞟ᅋࡿ࡞␗ࡣ࡜⩦ᩍ⛉Ꮫࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ㈨࡟ୖྥࡢ⬟ᢏࡸయຊࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࢀ

ሙ࡛ࡿࡁά㌍࡛ࡀᚐ⏕࡞ከᵝࡣ㒊άືࠋࡿ࠶ࡶᶵ఍࡛ࡢே㛫ᙧᡂࡓࡌ㏻ࢆάືࡢ࡛

 ࠋࡿࡍ᭷ࢆᙺ๭ࡿࡍ⌧ᐇࢆᏛᰯ⏕ά࡞࠿㇏ࠊࡾ࠶

୍࣭᪉࡛ࠊ㒊άືࡢタ⨨࣭㐠Ⴀࠊࡣἲ௧ୖ࡚ࡋ࡜ົ⩏ࡢồࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡵᚲ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ఩⨨௜࡜ᴗົ࠸࡞ࡢᚲせ࠺ᢸࡀᩍᖌࡶࡋࡎ

࣭ᩍᖌࡢ໅ົࢆせ࠸࡞ࡋ᪥㸦ఇ᪥㸧ࡢάືࠊ࡚ࡵྵࢆᩍᖌࡢ⊩㌟ⓗ࡞໅ົ࡚ࡗࡼ࡟ᨭ

ከ኱ࡣ࡟ᩍᖌ࠸࡞ࡀᣦᑟ⤒㦂࡟≉ࠊࡸ࡜ࡇࡿ࠶せᅉ࡛ࡢ㛗᫬㛫໅ົࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼

 ࠋࡿ࠶ࡶኌࡢ࡜ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜㈇ᢸ࡞

㸦ᨵ㠉ࡢ᪉ྥᛶ㸧 

࣭௒ᅇࡢ㒊άືᨵ㠉ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟බ❧Ꮫᰯࡿࡅ࠾࡟ാࡁ᪉ᨵ㠉ࡢどⅬࡶ㋃ࠊ࠼ࡲᩍᖌ

㇟ᑐࢆබ❧Ꮫᰯࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡜ෆᐜࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆ㈇ᢸ㍍ῶࡢ

࡚࠸ࡘ࡟㧗➼Ꮫᰯࠊࡋ࡜㇟ᑐࢆ୰Ꮫᰯ࡚ࡋ࡜୺ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡜㒊άືᨵ㠉ࡓࡋ࡜

Ꮫࠊࡣ㒊άືࡿࡅ࠾࡟㧗➼Ꮫᰯࠊ࠾࡞ࠋࡿࡵ㐍ࢆ㒊άືᨵ㠉࡟ᇶࢆ᪉࠼⪄ࡢᵝྠࡶ

資料4
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ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍព␃࡟࡜ࡇࡿ࠶ࡶሙྜࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ࡙⨨఩࡚ࡋ࡜άືࡿ࠶Ⰽ≉ࡢᰯ

៖⪄ࢆ㈇ᢸ㍍ῶࡢᩍᖌࠊ࡚࠸࠾࡟௵㈐ࡢ⪅⨨タࠊ㏵ูࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫᰯ࡞࠺ࡼࡢࡇ

ࡿࡅ࠾࡟බ❧Ꮫᰯࠊࡶ࡚࠸࠾࡟Ꮫᰯ❧⚾ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍᵓ⠏ࢆᣦᑟయไ࡞㐺ษࡓࡋ

⤌ࡾྲྀ࡟ᵓ⠏ࡢᣦᑟయไ࡞㐺ษࡓࡋ៖⪄ࢆ㈇ᢸ㍍ῶࡢᩍᖌࠊࡽࡀ࡞ࡋ࡟⪄ཧࡶ⤌ྲྀ

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀ࡜ࡇࡴ

㒊࡞⬟ྍ⥆ᣢࠊࡾ࠾࡚ࡗ❧ࡾୗ࡛ᡂࡢ໅ົ࡞㌟ⓗ⫣ࡿࡼ࡟ᩍᖌࡣ㒊άືࡢ࡛ࡲࢀࡇ࣭

άື࡜Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࡢ୧᪉ࢆᐇ⌧࡟≉ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍఇ᪥ࡢ㒊άືࡿࡅ࠾࡟ᩍ

ᖌࡢ㈇ᢸ㍍ῶࢆᅗࡿᚲせࠋࡿ࠶ࡀ㒊άືࠊࡣᏛᰯᩍ⫱ࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢάື࡛

ᩍ⛉ᣦᑟ࡟ఇ᪥ࠊ࠼ࡲ㋃ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡢᚲせ࠺ᢸࡀᩍᖌࡶࡋࡎᚲࠊࡀࡿ࠶

ᵓࢆቃ⎔࠸࡞ࡀᚲせࡿࢃᦠ࡟ᣦᑟࡢ㒊άືࡀᩍᖌ࡟ఇ᪥ࠊ࡟ᵝྠ࡜࡜ࡇ࠸࡞ࢃ⾜ࢆ

⠏ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍ 

୍࣭᪉࡛ࠊఇ᪥ࡢ㒊άື࡟ᑐࡿࡍ⏕ᚐࡢᕼᮃ࡟ᛂࠊࡵࡓࡿ࠼ఇ᪥࡚࠸࠾࡟㒊άືࢆᆅ

ᇦࡢάື࡚ࡋ࡜ᐇ᪋࡛ࡿࡁ⎔ቃࡀ࡜ࡇࡿ࠼ᩚࢆ㔜せ࡛ࠋࡿ࠶㒊άື࡟௦ࠊࡾࢃ⏕ᚐ

ࢆάືᶵ఍ࡍᣦ┠ࢆୖྥࡢ⬟ᢏࡸయຊࠊࡳ⤌ࡾྲྀ࡟໬άືᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫ࡟୺ⓗ⮬ࡀ

ಖ㞀ࡿࡍほⅬࠊࡽ࠿ᩍᖌࡢ໅ົࢆせࡿࡍ᪥㸦ᖹ᪥㸧࡚࠸࠾࡟Ꮫᰯࡢάືࢃ⾜࡚ࡋ࡜

άືࡢᆅᇦ࡚࠸࠾࡟᪥㸦ఇ᪥㸧࠸࡞ࡋせࢆ໅ົࡢᩍᖌ࡜㒊άື㸦Ꮫᰯ㒊άື㸧ࡿࢀ

࠸࠾࡟➼ᆅ᪉⮬἞యࠊࡽࡀ࡞ࡾᅗࢆ㐃ᦠࡢ࡜㒊άື㸦ᆅᇦ㒊άື㸧ࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋ࡜

 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⤌ྲྀ࡞ᚲせ࡟ࡵࡓࡢᐇ᪋ࡢᆅᇦ㒊άືࠊ࡚

 

 ⟇᪉࡞ලయⓗۑ

እ㒊ᣦࡢ࡝࡞㒊άືᣦᑟဨࠊ࡚ࡋ࡜㒊άືᨵ㠉ࡓࡅྥ࡟⌧ᐇࡢ㒊άື࡞㐺ṇ࡛ࡲࢀࡇ

ᑟ⪅ࡢά⏝ࠊάື᫬㛫ࡸఇ㣴᪥ࡢᇶ‽ࡢタᐃࠊ▷᫬㛫࡛ຠᯝⓗ࡞ᣦᑟࡢ᥎㐍ࡾྲྀ࡟࡝࡞

 ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡓࡁ࡛ࢇ⤌

௒ᅇࡢ㒊άືᨵ㠉ࠊࡣ㒊άືࡢᩍ⫱ⓗព⩏ࢆ㋃ࠊࡘࡘ࠼ࡲ᭦ࡿ࡞Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࢆ

ᐇ⌧ࠊࡵࡓࡿࡍ㒊άືࢆࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞㋃࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ⤌ྲྀࡓ࠼ࡲᐇ᪋ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ

ලయⓗࡣ࡟௨ୗࢆ⤌ྲྀࡢ㐍ࠋࡿࡵ 

 

㸯㸬ఇ᪥ࡢ㒊άືࡢẁ㝵ⓗ࡞ᆅᇦ⛣⾜㸦Ꮫᰯ㒊άືࡽ࠿ᆅᇦ㒊άືࡢ࡬㌿᥮㸧 

ఇ᪥ࡢ㒊άືࡿࡅ࠾࡟⏕ᚐࡢᣦᑟࡸ኱఍ࡢᘬ⋡ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫᰯ࡚ࡋ࡜ົ⫋ࡢᩍᖌ

ࡿࡍ᥎㐍ࢆᆅᇦ㒊άືࠊࡋ࡜࡜ࡇ࠺ᢸࡀᆅᇦேᮦ࡚ࡋ࡜άືࡢᆅᇦࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ᢸࡀ

ẁ㝵ࡢ㒊άືࡢఇ᪥ࠊ௧࿴㸳ᖺᗘ௨㝆ࠊ࡟ᇶࢆᡂᯝࡢࡑࠋࡿࡍᐇ᪋ࢆ✲◊㊶ᐇࡢࡵࡓ

ⓗ࡞ᆅᇦ⛣⾜ࢆᅗࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿఇ᪥ࡢ㒊άືࡢᣦᑟࢆᮃ࠸࡞ࡲᩍᖌࡀఇ᪥ࡢ㒊άື࡟

ᚑ஦ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇ࠸࡞ࡋ 
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㸦ᆅᇦ㒊άືࡢ㐠Ⴀ୺య㸧 

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢ㐠Ⴀ୺యࠊࡣ㏥⫋ᩍᖌࠊᆅᇦࢶ࣮࣏ࢫࡢᣦᑟ⪅ࢶ࣮࣏ࢫࠊ᥎㐍ጤဨࠊ

⏕ᚐࡢಖㆤ⪅➼ࡢཧ⏬ࡸ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ⥲ྜᆺᆅᇦࠊࣈࣛࢡࢶ࣮࣏ࢫẸ㛫ࢶ࣮࣏ࢫࡢ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡜ࡇ࠺ᢸࡀ➼ⱁ⾡ᩥ໬ᅋయࠊࣈࣛࢡ

ᙜࠊࡘࡘࡋಖ☜ࢆ⪅ᣦᑟࡸேᮦ࠺ᢸࢆ㐠Ⴀࡢᆅᇦ㒊άື࡚࠸࠾࡟ᆅᇦᅋయࡓࡋ࠺ࡇ࣭

ヱᅋయࡢ㈐௵ࡢୗ࡛ࠊ⏕ᚐࡢᏳ඲ࡢ☜ಖࡸᣦᑟ⪅ࡢ࡬ㅰ㔠ࠊ࡝࡞⌮⟶ࡢᆅᇦ㒊άື

ࡋࡲᮃࡀ࡜ࡇࡿᚓࢆゎ⌮ࡢ➼⪅ಖㆤࠊᚐ⏕ࠊ࡚࠸ࡘ࡟࡜ࡇࡿࢀࢃ⾜ࡀ㐠Ⴀ⌮⟶ࡢ

 ࠋ࠸

࣭ఇ᪥ࡢ኱఍࣭ࡢ࡬࣮ࣝࢡࣥࢥཧຍࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᖹ᪥ࡢᏛᰯ㒊άື࡟ཧຍࡿࡍ⏕ᚐࡢ

࡜⾲Ꮫᰯ௦ࡀᚐ⏕ࡿࡍཧຍ࡟ᆅᇦ㒊άືࠊࡣࡁ࡜ࡿࡵㄆࡀሙྜ࡛ᰯ㛗ࡿࡍཧຍ࡛ࡳ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡜ࡇࡿࡍཧຍ࡚ࡋ

࣭Ꮫᰯ௦⾲ࡢ࡚ࡋ࡜኱఍ཧຍࠊࡵྵࢆᆅᇦ㒊άືࡢ㝿࡟஦ᨾࡀⓎ⏕ࡓࡋሙྜࠊࡣᆅᇦ

㒊άືࡢ㐠Ⴀ୺యࡸ኱఍ࡢ୺ദ⪅ࡀ㈐௵ࢆ㈇ࠊࡀࡿ࡞࡟࡜ࡇ࠺⏕ᚐࡀ᛹ᡃࡓࡋࢆሙ

ࡘ࡟ᙺ๭ศᢸࡢ஦ᨾⓎ⏕᫬ࠊ࡝࡞⤡㐃ࡢ࡬➼ᩍ⫱ጤဨ఍ࠊᏛᰯࠊ⪅ಖㆤࡸᩆㆤࡢྜ

ࡋࡲᮃࡀ࡜ࡇࡿᚓࢆゎ⌮ࡢ➼⪅ಖㆤࠊᚐ⏕ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡟☜᫂ࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊ࡚࠸

 ࠋ࠸

ᙜࡀಖ☜ࡢᆅᇦேᮦ࡚࡭ẚ࡜ሙྜ࠺ᢸࢆࡳࡢᣦᑟࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⋠ᘬࡢ࡬኱఍ࠊ࠾࡞࣭

㠃㝈ᐃⓗࢆࡴࡸࠊࡵࡓࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࡞࡟ᚓ࠸࡞ሙྜ࡟㝈ࠊࡾᩍᖌࡀᏛᰯ㒊άື࡜

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⋠኱఍ᘬ࡚ࡋ

㸦ఇ᪥ࡢᣦᑟ➼ࢆᢸ࠺ᆅᇦேᮦࡢ☜ಖ㸧 

࣭ఇ᪥ࡢᆅᇦ㒊άືࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᩍᖌ࡛ࡃ࡞ࡣᆅᇦேᮦࡀᢸࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠺ᆅ᪉⮬἞

యࠊࡣᩍᖌ࡟௦ࡾࢃ⏕ᚐࡢᣦᑟࡸ኱఍ࡢ࡬ᘬ⋡ࢆᢸ࠺ᆅᇦேᮦࡢ☜ಖࠊ࡚ࡅྥ࡟ே

ᮦᩚࢆࢡࣥࣂഛ࣭ά⏝ࠊࡋ㛵ಀᅋయ࡜㐃ᦠࠊࡽࡀ࡞ࡋேᮦࡢ⫱ᡂࡲࢢࣥࢳࢵ࣐ࡽ࠿

 ࠋ࠺⾜ࢆ⤌ྲྀࡢ࡝࡞ࡿࡍᵓ⠏ࢆࡳ⤌௙ࡢ⏝άࡢẸ㛫ேᮦࡢ࡛

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢᣦᑟ⪅ࠊࡣ㒊άື࡟ཧຍࡿࡍ⏕ᚐࡢពྥࢆ㋃ࠊ࠼ࡲᣦᑟ᪉㔪ࡸάືෆ

ᐜࢆỴᐃࡢࡑࠋࡿࡍ㝿ࠊᖹ᪥ࡢᏛᰯ㒊άືࡢ࡜㛵㐃ᛶࢆ⪃៖ࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

໬ᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫࡢᚐ⏕ࠊ࡛ୖࡓࡋゎ⌮ࢆ⩏ពࡢ㒊άືࡀ⪅ᣦᑟࡢᆅᇦ㒊άືࠊࡓࡲ࣭

㒊ࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆᣦᑟࡿࡍ㈨࡟ୖྥࡢ⬟యຊ࣭ᢏࡸୖྥࡢ࿡㛵ᚰ⯆ࡢ࡬

άືࢆࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞㋃ࠊ࠼ࡲ㒊άືᣦᑟဨྠ࡜ᵝࡢ◊ಟࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

࣭ᆅᇦ㒊άື࡚࠸࠾࡟ఇ᪥ࡢᣦᑟࢆᕼᮃࡿࡍᩍᖌࠊࡣᩍᖌࡢ࡚ࡋ࡜❧ሙ࡛ᚑ஦ࡢࡿࡍ

࡜ࡇࡿࡍୗ࡛ᚑ஦ࡢ㐠Ⴀ୺యࡢᆅᇦ㒊άືࠊ࡛ୖࡓᚓࢆチྍࡢව⫋වᴗࠊࡃ࡞ࡣ࡛

⏝㐠࡟㐺ษࢆࡳ⤌௙ࡢチྍࡢව⫋වᴗ࡚࠸࠾࡟௧࿴㸱ᖺᗘ௨㝆ᩍ⫱ጤဨ఍ࠋࡿ࡞࡜

࡟➼࠸ᨭᡶࡢ๭ቑ㈤㔠ࠊ⌮⟶ປാ᫬㛫ࡸ᪉࠼⪄ࡢව⫋වᴗ࡟௒ᖺᗘ୰ࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡍ♧ࢆ⌮ᩚ࡚࠸ࡘ

ࢆㄳ⏦ࡢᩍᖌࡿࡍᕼᮃࢆᣦᑟࡢఇ᪥࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜ࡟⏝㐠ࡢව⫋වᴗࠊ࠾࡞࣭

ᩍ⫱ጤဨ఍ࡀチྍࡿࡍ௙⤌ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡳᩍᖌࡀᕼᮃࠊࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟࠸࡞ࡋ
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ఇ᪥ࡢᣦᑟ➼࡟ᚑ஦࠺ࡼ࠸࡞ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ༑ศ␃ពࠋࡿࡍ 

ࡼࡿࡁ㑅ᢥ࡛࡟୺యⓗࢆ᪉ࡾࢃᦠࡢ࡬㒊άືࠊࡌᛂ࡟ࢪ࣮ࢸࢫࣇ࢖ࣛࡢᩍᖌࠊࡓࡲ࣭

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀ࠸ᢅࡾྲྀ࡞ᙎຊⓗ࠺

࣭㒊άື࡟ᑐࡿࡍᩍᖌࡢ㈇ᢸ㍍ῶ࡚ࡅྥ࡟኱࡞ࡁᙺ๭ࢆᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᏛᰯ㒊άື࠾࡟

⪄࡜ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ⥆⥅ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᨭ᥼ࡿࡼ࡟ᅜࡿࡍᑐ࡟⨨㓄ࡢ㒊άືᣦᑟဨࡿࡅ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼

㸦ᆅ᪉⮬἞యࡸಖㆤ⪅ࡿࡼ࡟㈝⏝㈇ᢸ࡜ᅜࡿࡼ࡟ᨭ᥼㸧 

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢᣦᑟ⪅㸦ව⫋වᴗࡢチྍࢆᚓࡓᩍᖌࠋࡴྵࢆ㸧ࡢ☜ಖ࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓㅰ

㔠ࢆせࡿࡍሙྜࡀⓎ⏕ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡍ 

ࡍ⏕Ⓨࡀሙྜࡿࡍせࢆ౑⏝ᩱࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜ࡟ಖ☜ࡢල⏝ࡸሙᡤࡢᆅᇦ㒊άືࠊࡓࡲ࣭

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢᐇ᪋࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ஦ᨾ࡟ഛࠊࡵࡓࡿ࠼ಖ㝤ࡢ࡬ຍධࡀᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢ㈝⏝㈇ᢸࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⏕ᚐࡢάືᶵ఍ࡢಖ㞀ࡢほⅬཷࡸ┈⪅㈇ᢸࡢほ

Ⅼࠊࡽ࠿ಖㆤ⪅ࡀ㈇ᢸࡸ࡜ࡇࡿࡍᆅ᪉⮬἞యࡀῶචᥐ⨨➼ࢆㅮࡀ࡜ࡇࡿࡎ㐺ษ࡛࠶

ᩍᖌ࡟ఇ᪥ࡸᐇែ࠸࡞࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ➼㈇ᢸࡿࡼ࡟⪅୧࡛ࡲࢀࡇࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ

ᨭ᥼ࡿࡼ࡟ᅜࠊࡘࡘࡋ៖⪄ࢆṦ໅ົᡭᙜ≉ࡢ⾜⌧ࡿࡅ࠾࡟ሙྜࡿࡍᚑ஦࡟㒊άືࡀ

᪉⟇᳨ࡶ࡚࠸ࡘ࡟ウࠋࡿࡍ 

㸦ఇ᪥ࡢᆅᇦ㒊άືࢆ᥎㐍ࡿࡍᣐⅬᰯ㸦ᆅᇦ㸧ᩚࡢഛ㸧 

࣭ఇ᪥ࡢᆅᇦ㒊άືࡢᐇ⌧ࢆ⤌ྲྀࡓࡅྥ࡟⥲ྜⓗ࡟᥎㐍ྛࠊࡵࡓࡿࡍ㒔㐨ᗓ┴࡟ᣐⅬ

ᰯ㸦ᆅᇦ㸧ࢆタࠊࡅᅜ࡚ࡋ࡜ᣐⅬᰯ㸦ᆅᇦ㸧ࡿࡅ࠾࡟ᐇ㊶◊✲ࢆᐇ᪋ࡏేࠋࡿࡍ

ࠊ࡚࠸࠾࡟Ꮫᰯࡢ࡚࡭ࡍࡢ඲ᅜࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᶓᒎ㛤࡟Ꮫᰯࡢ௚ࢆᡂᯝࡢࡑࠊ࡚

ఇ᪥ࡢ㒊άືࡿࡅ࠾࡟ᩍᖌࡢ㈇ᢸ㍍ῶࢆィ⏬ⓗ࡟ᐇ⌧ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍᣐⅬᰯ㸦ᆅᇦ㸧

ᆅᇦ㒊ࡢఇ᪥࡟࠿ࡸ㏿ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟Ꮫᰯ㸦ᆅᇦ㸧࡞⬟ྍࡀ⾜⛣ᆅᇦ࡟᪩ᮇࠊࡵྵࢆ

άືࡢᐇ⌧ࢆ⤌ྲྀࡓࡅྥ࡟㐍ࠋࡿࡵ 

 

㸰㸬ྜ⌮ⓗ࡛ຠ⋡ⓗ࡞㒊άືࡢ᥎㐍 

㸦ྜྠ㒊άືࡢ᥎㐍㸧 

࣭ᆅᇦࡢᐇ᝟ࢆ㋃࡟≉ࠊ࠼ࡲᑡᏊ໬ࡢᙳ㡪ࡀ኱࠸ࡁ㐣␯ᆅᇦࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᆅ᪉⮬἞య

㒔ᕷ㒊ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ᥎㐍ࢆ㒊άືྠྜࡢ࡜௚ᰯࡓ࠼㉺ࢆᕷ⏫ᮧࠊࡁᇶ࡙࡟ุ᩿ࡢ

ࢆ஦ᴗࡿࡍ᥎㐍ࢆ㒊άືྠྜࡿࡼ࡟ᣐⅬᰯ᪉ᘧࠖࠕࡢ࡜㏆㞄ᰯࡢᕷෆࠊࡣ࡚࠸࠾࡟

ᐇ᪋ࡢࡑࠋࡿࡍ㝿ࠊᆅ⌮ⓗ࡞ㄢ㢟ࠊࡀࡿࡌ⏕ࡀICTࢆά⏝ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ⏕ᚐࡍື⛣ࡀ

ࡼࡿ࡞࡜⬟ྍࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢᚐ࣭ᣦᑟ⪅㛫⏕ࠊࡾࡓࡅཷࢆᣦᑟࡃ࡞࡜ࡇࡿ

 ࠋࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊㊶ᐇ࠺
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㸦኱఍࣭ࡢ࣮ࣝࢡࣥࢥᅾࡾ᪉ᩚࡢ⌮㸧 

࣭඲ᅜ኱఍࡟ཧຍ୍࡛ࠊࡣࡢࡿࡁ㒊ࡢᏛᰯ࡛ࠊࡾ࠶኱ከᩘࡢᏛᰯࡀ㛵ಀࡣࡢࡿࡍᆅ᪉

኱఍࡛ࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࠶Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࡢほⅬࡶ㋃ࠊ࠼ࡲ୺࡟ᆅ᪉኱఍ࡢᅾࡾ᪉

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ⌮ᩚࢆ

࣭ᚑࠊ࡚ࡗᅜࠊࡣ㛵ಀᅋయࡿࡼ࡟඲ᅜ኱఍ࡢぢ┤ಁࢆࡋ㐍ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᆅ᪉⮬἞య

ࡘ࡟᪉ࡾᅾࡢ኱఍ࠊࡋᢕᥱࢆᐇែࡢ㛤ദࡢᆅ᪉኱఍ࠊ࡚ࡋ㐃ᦠ࣭༠ຊ࡜㛵ಀᅋయࡀ

 ࠋࡿࡍせㄳ࠺ࡼࡿࡍ⌮ᩚ࡚࠸

኱఍ཧࡢᚐ⏕ࠊࡶࡘࡘࡋ៖⪄ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ሙ࡛ࡢ⾲ᡂᯝⓎࡢάືࡢᚐ⏕ࡀ኱఍ࠊࡓࡲ࣭

ຍࡿࡼ࡟㈇ᢸࡀ㐣ᗘࠊ࡟࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞࡟ཧຍࡿࡍ኱఍ࢆ⢭㑅ࠋࡿࡍ 

࡞ᙎຊⓗ࠺ࡼࡿࡁཧຍ࡛ࡶ࣒࣮ࢳࡢᏛᰯ௨እࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ཧຍ㈨᱁ࡢ኱఍ࠊ࡚ࡏే࣭

 ࠋࡿࡍせㄳࢆウ᳨ࡢ࠸ᢅྲྀ

 

 ࡟ࡾࢃ࠾

௨ୖࡢ᪉⟇ࠊࡣ㒊άືᨵ㠉ࠋࡿ࠶࡛࣮ࣥࢺࢫࣝ࢖࣐ࡃ࡞ࡣ࡛࣮ࣝࢦࡢ 

㒊άືࡣ⏕ᚐ࡚ࡗ࡜࡟ᩍ⫱ⓗព⩏ࡢ㧗࠸άື୍࡛ࡿ࠶᪉࡛ࠊᩍᖌࡢ⊩㌟ⓗ࡞໅ົ࡟ᨭ

ࡢᏛᰯࢆ࡚࡭ࡍࠊࡣ㒊άືࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿ࠶࡟ែ≦࡞⬟ྍ⥆ᣢࡸࡣࡶࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼

ᩍᖌࡀᢸࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺⏕ᚐࡢ࡬ᣦᑟ➼࡟ពḧࢆ᭷ࡿࡍᆅᇦேᮦࡢ༠ຊࡢୗ࡛ࠊ⏕ᚐ࡟

 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚࠼ᨭࡀᆅᇦࢆ໬άືᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫ࠸ࡋࡲᮃ࡚ࡗ࡜

ࡿ࡞␗ࡀἣ≦ࡢ㒊άືࡢࢀࡒࢀࡑ࡚ࡗࡼ࡟άືෆᐜࡸᆅᇦࠊࡣ㒊άືᨵ㠉࡞࠺ࡼࡢࡇ

ᚲせࡿࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀ࡞ᐇ╔࡟ẁ㝵ⓗࠊࡽࡀ࡞࠸⾜ࢆ✲◊㊶ᆅᇦ࡛ᐇྛࠊࡤࢀ࠼ࡲ㋃ࢆ࡜ࡇ

ࠊᆅ᪉⮬἞యࠊᅜࠊ㝿ࡢࡑࠊࡾ࠶୙ྍḞ࡛ࡀព㆑ኚ㠉ࡢ⪅㛵ಀࠊࡣ࡟ᨵ㠉ࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀ

Ꮫᰯ㛵ಀ⪅ࡢࢀࡒࢀࡑࡀᙺ๭ࢆᯝࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡍࡓ௒ᅇࡢ㒊άືᨵ㠉ࡀ⤖ᐇ࡜ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿ࠼⪄

ࠊᚓ࡚ࢆ༠ຊࡢᆅᇦேᮦࠊࡽࡀ࡞ࡵぢᴟࡶㄢ㢟ࡸᡂᯝࡢ㒊άືᨵ㠉ࡢ௒ᅇࠊ࡛ୖࡢࡑ

⏕ᚐ࡚ࡗ࡜࡟ᮃ࠸ࡋࡲ㒊άືࡢᐇ⌧ࠊࡸᏛᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࢆ㏻ࡓࡌᏛᰯᩍ⫱ࡢ㉁ୖྥࡢ

㈐ࡢ⪅㛵ಀࡀ࡜ࡇࡿࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀࡿ࡞᭦ࠊࡵྵࢆᨵゞࡢࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞㒊άືࠊࡵࡓࡿᅗࢆ

 ࠋࡿ࠶Ṍ୍࡛➨ࡢࡵࡓࡢࡑࠊࡣ⾜⛣ᆅᇦ࡞ẁ㝵ⓗࡢ㒊άືࡢఇ᪥ࠊࡾ࠶࡛ົ

出典：文部科学省「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」
　　　https://www.mext.go.jp/sports/content/20200902-spt_sseisaku01-000009706_3.pdf 
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出典：スポーツ庁・文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」
　　　https://www.mext.go.jp/sports/content/20221227-spt_oripara-000026750_1.pdf
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出典：厚生労働省「健康日本21」
　　　https://www.health-net.or.jp/syuppan/leaflet/pdf/kenkou_kazoku.pdf 
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